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近
世
中
後
期
に
お
け
る
村
役
人
制
と
村
運
営
に
つ
い
て
の
モ
ノ
グ
ラ
フ

I
信
州
甘称
島
領
乙
事
村
に
お
け
る
-

冨

善

一

敏

は
じ
め
に

近
世
中
後
期
の
村
役
人
に
つ
い
て
の
研
究
史
を
ご
く
簡
単
に
整
理
す
る
と
'
1
九
七
〇
年
代
ま
で
は
佐
々
木
潤
之
介
が

r非
末
社
会
論
J

の
中
で

｢村
落
共
同
体
の
代
表
者
か
つ
農
民
支
配
機
構
の
末
端
｣
と
村
役
人
の
二
重
の
性
格
を
豪
農
-
半
プ
ロ
論
と
の
か
か
わ
-
で
定
式

(-
)

し
て
以
来
'
幕
藩
領
主
の
支
配
機
構
た
る
村
請
別
村
落
に
お
け
る
そ
の
代
理
者
'
及
び
そ
の
立
場
を
利
用
し
た
衷
段
と
し
て
の
村
落
支
配

者
と
評
価
す
る
見
解
が
主
流
を
な
し
て
い
た
｡
研
究
手
法
の
点
で
も
探
谷
克
己
に
代
表
さ
れ
る
村
方
騒
動
研
究
が
全
盛
で
あ
り
'
わ
ず
か

に
乾
田
貫
が
､
株
分
け
村
落
を
中
心
に
近
世
村
落
の
行
財
政
的
性
格
を
論
じ
た
際
'
領
主
的
土
地
所
有
の
実
現
過
程
に
お
け
る
村
役
人(2
)

の
機
能

･
手
腕
の
重
要
性
､
村
役
人
特
権
の
規
模
の
小
さ
さ
に
比
し
た
行
財
政
機
能
の
大
き
さ
の
二
点
を
指
摘
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
｡

一
九
八
〇
年
代
に
至
り
'
水
本
邦
彦
の

｢村
惣
中
｣
論
を
契
機
に
､
村
の
自
律
性
を
前
提
と
し
､
村
民
の
合
意

･
委
任
を
受
け
て
村
政

を
遂
行
す
る
村
役
人
と
い
う
､
そ
の
イ
メ
ー
ジ
の
大
き
な
転
換
が
み
ら
れ
る
｡
水
本
は
寛
文

･
延
宝
期
に
確
立
し
た
良
民
の

(村
)
が
､

元
禄

二
皐
保
期
以
降
と
る
分
化

(家
逮
合
)
と
逮
合

(柑
連
合
)
の
二
つ
の
展
開
方
向
の
中
で
'
村
役
人
を

｢地
域
秩
序
維
持
者
｣
と
位

近
世
中
後
期
に
お
け
る
村
役
人
制
と
村
運
営
に
つ
い
て
の
モ
ノ
グ
ラ
フ

(同
番
)



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
八
号

一
八
八

(3
)

置
付
け
た
｡
近
年
で
は
阿
部
昭
が
'
小
前
百
姓
の
意
志
の
村
政
へ
の
規
毎

及
び
初
期
か
ら
の
村
役
人
勤
務
継
続
の
困
難
性
に
よ
り
'
相

投
人
の
世
襲
制
か
ら
年
番
制
へ
の
変
化
'
村
役
人
の
非
特
権
化
が
進
む
と
指
摘
し
'
村
方
騒
動
を
通
し
て
村
落
自
治
が
達
成
し
た
成
果
と

(4
)

し
て
'
村
役
人
給
と
村
役
人
の
数
は
惣
百
姓
の
合
意
に
よ
り
村
法
と
し
て
規
定
さ
れ
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る

｡

ま
た
最
近
久
留
鳥
浩
は
､

一
八
世
紀
半
ば
以
降
村
が
獲
得
し
た
行
政
処
理
能
力

(｢行
政
の
村
講
｣)
を
論
じ
る
中
で
'
村
役
人
の
資
質
と
し
て
文
書
行
政
へ
の
習
熟
'

(5
)

地
域
住
民
の
状
態
を
理
解
し
た
行
動
､
文
化
的
教
養
の
三
点
を
指
摘
し
て
い
る

｡

し
か
し
な
が
ら
'
そ
れ
ら
の
立
論
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
村
役
人
の
あ
り
方
に
関
す
る
具
体
的
な
検
討
は
､
必
ず
し
も
十
分
と
は
言
い

が
た
い
｡
上
杉
允
彦
は
村
役
人
に
つ
い
て
の
研
究
史
整
理
を
行
い
'
｢た
だ
旧
来
'
村
役
人
に
つ
い
て
は
､

一
般
的
な
性
格
論

･
機
能
論

(6
)

を
別
に
す
る
と
'
そ
の
具
体
的
実
態
の
検
討
が
あ
ま
り
七
も
少
な
い
｣
と
指
摘
し
て
い
る
｡
ま
た
筆
者
が
主
な
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
い
る
(7
)

信
州
に
つ
い
て
も
､
松
代
洋
右
川
村
の
村
役
人
制
と
そ
の
実
態
を
分
析
し
た
田
中
柔
の
論
考
な
ど
二
､
三
の
検
討
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
｡

お
つこと

本
稿
で
は
､
信
州
高
島
領

乙

事

村

を
事
例
と
し
て
近
世
中
後
期
の
村
役
人
の
あ
り
方
の
検
討
を
行
う
が
'
こ
の
よ
う
な
研
究
状
況
に
か

ん
が
み
て
'
ま
ず
村
役
人
交
代
の
実
態

･
村
役
人
給

･
村
役
人
入
札

･
領
主
と
の
関
係
な
ど
の
'
村
役
人
制
の
さ
ま
ざ
ま
な
フ
ァ
ク
タ
ー

を
で
き
る
だ
け
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
第

一
の
目
的
と
す
る
｡
そ
の
上
で
'

①
村
組

･
講

･
若
者
組
な
ど
､
そ
の
内
部
に
さ
ま
ざ
ま
な
集
団
を
包
含
す
る
近
世
村
落
の
特
質
'
及
び
近
世
中
後
期
に
お
け
る
そ
れ
ら
の

村
政
運
営
上
で
の
顕
在
化
と
い
う
関
東
村
落
の
一
般
的
動
向
の
中
で
､
村
役
人
を
役
家
筋
及
び
同
族
団
の
あ
り
方
の
問
題
や
､
そ
の
個

別
経
営
と
の
関
係
に
短
絡
さ
せ
ず
'
第

一
義
的
に
は
村
政
運
営
を
担
う
存
在
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と

②
村
の
家
連
合
化

･
百
姓
の
個
別
経
営
へ
の
専
念
化
と
い
う
内
在
的
要
因
及
び
､
村
々
を
排
掴
す
る
浪
人
や
各
種
の
宗
教
者

･
廻
在
者
な

ど
へ
の
対
応
と
い
う
当
時
期
特
有
の
外
在
的
要
因
に
よ
る
'
村
役
人
が
行
う
村
政
運
営
事
務
の
増
大
傾
向

の
二
点
に
留
意
し
'
当
村
の
村
役
人
制
の
特
質
を
考
察
し
た
い
｡
な
お
対
象
と
す
る
乙
事
村

(現
長
野
県
諏
訪
郡
富
士
見
町
乙
事
区
)
の



(8
)

概
要
に
つ
い
て
は
別
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
｡
ま
た
本
稿
で
使
用
す
る
史
料
の
出
典
は
､
特
に
注
記
し
な
い
限
り
長
野
県
諏
訪
郡
富
士
見
町

乙
事
区
有
文
書
で
あ
る
｡

第

〓
早

当
村
に
お
け
る
村
役
人
制
の
概
観

近
世
初
期
の
村
役
人
制
に
つ
い
て
､
左
に
史
料
を
掲
げ
る
｡

【史
料
l
¶

)

(前
略
)
従
古
定
名
主
ハ
五
味
太
郎
左
衛
門
之
聾
者
兵
衛
'
同
孫
ノ
普
兵
衛
､
同
彦
ノ
宮
内
左
衛
門
､
次
二
又
彦
ノ
九
右
衛
門
'
次
二

九
右
衛
門
兄
之
七
左
衛
門
'
次
二
太
郎
右
衛
門
､
右
之
通
り
名
主
ハ
五
味
太
郎
左
衛
門
子
々
孫
々
二
両
仕
候
､
右
七
代
之
内
神
事
祭
礼

名
主
所
二
而
仕
候
､
太
郎
右
衛
門
名
主
之
節
慶
安
年
中
二
上
村
こ
ち
ゃ
う
な
屋
立
申
候
､
翌
年
下
之
社
こ
ち
ゃ
う
な
屋
立
申
候
､
此
節

上
村
二
両
次
郎
左
衛
門

･
源
左
衛
門
役
人
仕
申
候
二
付
､
廻
り
名
主
二
罷
成
侯

(後
略
)

(柑
)

延
享
二
年

(
1
七
四
五
)
の
上
村

･
下
村
争
論
の
記
録
の
T
部
で
あ
る
が
､
こ
の
史
料
か
ら
'
慶
安
年
間
ま
で
の
下
村
の
五
味
太
郎
左

(‖
)

衛
門
1
族
の
名
主
役
独
占

(｢定
名
主
｣)
と
'
そ
の
下
で
の
神
事
祭
礼
執
行
か
ら
'
上
村

･
下
村
別
々
の

｢ち
ゃ
う
な

(手
斧
)
屋
｣
建

造
に
よ
る
両
社
の
祭
礼
分
離
を
契
機
と
し
て
'
上
村
の
二
名
の
名
主
役
就
任
に
よ
る

｢廻
り
名
主
｣
化
が
実
現
し
た
こ
と
が
分
か
る
｡
こ

の
よ
う
に
'
特
定
の
家
に
よ
る
世
襲
名
主
別
か
ら
輪
番
名
主
制
へ
の
転
換
が
非
常
に
早
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
.

次
に
'
近
世
中
期
の
柑
役
人
制
を
示
す
左
の
史
料
を
検
討
し
た
い
｡

【史
料
2
】
(傍
線
は
引
用
者
が
付
し
た
､
以
下
同
じ
)

一
札

近
世
中
後
期
に
お
け
る
柑
役
人
制
と
柑
運
営
に
つ
い
て
の
モ
ノ
グ
ラ
フ

(百
舌
)



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
八
号

一
名
主

･
年
寄
代
り
之
義
'
委
細
二
書
付
指
上
候
様
被

仰
付
侯
二
付
'
左
こ
書
付
奉
指
上
侯

一
当
村
之
儀
､
往
昔
者
定
名
主
之
様
二
相
勤
候
節
茂
御
座
候
由
申
伝
候
'
年
寄
ハ
壱
ヶ
年
相
勤
倹
内
二
茂
無
拠
相
勤
り
か
ね
侯
品
有
之

侯
得
者
'
御
代
官
様
江
御
訴
訟
申
上
侯
得
者
御
免
被
下
置
侯
与
申
伝
侯
'
観
山
.璽

梱
掛
倒
同
州
山
ヨ
謝

引
込
等
b
致
､
御

上
様
江
御
未
進
等
仕
､
内
所
不
勘
定
等
も
有
之
品
二
侯
間
'
重
耐
瀞
御
上
楓
出
潮
観
山
1
創
封
叫
刈
矧
瑚
別

dB翌
年之
七
月
晦
日
迄
壱
ヶ
年
宛
二
而
年
寄
江
相
渡
シ
'
講
取
侯
者
名
主
こ
相
成
-
1
相
渡
当

欄
岡
引
商
機
ヨ
日刊
1

(持
脱
カ
)

矧
矧
御
萄

観
仰
付
倒
割
判
倒
倒
'
尤
右
奉
願
上
侯
年
数
ハ
相
知
不
申
侯
'
名
主

･
年
寄
共
こ
無
拠

品
有
之
侯
者
ハ
'
五
ケ
月

･
七
ケ
月
二
而
茂
御
訴
訟
申
上
侯
得
者
'
村
役
御
免
被
下
置
罷
有
侯
御
事

1
弐
拾
五
年
以
前
酉
年
郡
御
奉
行
様

占
御
廻
状
を
以
被
仰
付
侯
ハ
､
名
主
五
ヶ
年
こ
不
可
過
由
被

仰
付
侯
､
尤
御
廻
状
二
茂
相
談

二
両
五
ヶ
年
よ
り
内
之
分
ハ
不
苦
趣
二
被
仰
付
侯
'
弥
其
節
も
御
代
官
小
平
新
兵
衛
様
江
右
之
品
相
窺
侯
所
､
御
意
こ
成
程
右
之
通

り
相
談
事
二
而
壱
ヶ
年
代
り
二
相
勤
倹
品
ハ
､
此
度
之
被

仰
渡
江
少
シ
茂
相
障
り
不
申
侯
､
至
極
宜
敷
筋
二
侯
間
'
此
上
共
こ
右

之
通
り
こ
仕
候
様
こ
与
被
仰
付
'
只
今
迄
罷
有
侯
'
何
卒
此
上
茂
只
今
之
通
り
被

仰
付
被
下
置
侯
得
ハ
瓢
有
奉
存
侯
､
以
上

安
永
六
丁
昏
年
八
月
日

乙
事
村年
寄
権
右
衛
門

)

(他
年
寄
3
･
名
主
2
名
連
署
略
)

御
代
官
所
様

｢定
名
主
｣
下
で
の
年
貢
未
進

･
｢内
所
不
勘
定
｣
(経
営
不
振
)
と
い
う
弊
害
の
た
め
'
藩
役
所
の
許
可
の
上
'
名
主
役
の
任
期
を

八
月

一
日
か
ら
翌
年
の
七
月
晦
日
ま
で
の
一
年
間
と
し
､
年
寄
が
交
代
で
就
任
す
る
方
式
で
あ
り

(
一
年
未
満
の
退
役
も
可
能
)'
こ
れ



は
宝
暦
三
年

(
一
七
五
三
)
の
名
主
役
出
入
五
年
季
限
定
の
触

(史
料
7
)
に
違
反
す
る
も
の
で
は
な
-
､
以
後
も
そ
の
ま
ま
続
け
ら
れ

た
｡
そ
の
時
期
に
つ
い
て
は
､
享
保
二
〇
年

(
一
七
三
五
)
の
名
主
給
増
額
願
に

｢定
名
主
二
三
年
も
相
勤
倹
得
者
身
上
こ
つ
か
れ
侯
故
､

(_2
)

役
人
六
人
二
仕
､
壱
年
ツ
､
六
番
二
相
勤
罷
有
候
御
事
｣
と
の
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
､
こ
の
史
称
の
内
容
は
遅
く
と
も
享
保
末
年
に
は

実
施
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
｡
こ
の
よ
う
に
､
役
人
六
名
の
う
ち
､
名
主
二
名

･
年
寄
四
名
が
相
互
に
交
代
す
る
年
番
名
主
制
が
､

当
村
の
村
役
人
制
の
特
徴
で
あ
る
.
村
役
人
六
名
に
よ
る
村
政
の
鵜
飼
運
営
体
制
が
'
近
世
中
期
に
は
定
着
し
て
い
た
こ
と
が
注
目
さ
れ

る
｡そ

の
後
'
寛
政
八
年

(
一
七
九
六
)
に
は
､
名
主
交
代
及
び
村
役
人
給
に
関
す
る
次
の
よ
う
な
村
定
が
作
成
さ
れ
て
い
る
｡

【史
料
2
】

村
定
之
串

(
‖
配
カ
)

1
当
村
之
俵
'
往
昔

占
名
主
役
八
月

朔

こ
受

取

七
月
晦
日
二
相
渡
来
候
所
､
近
年
段
々
御
高
相
増
シ
万
端
御
用
向
多
-
､
井
上
今
度

立
場
沢

占
上
ケ
汐
､
飯
山

･
大
久
保

･
お
し
込

･
蟻
久
保

･
瀧
谷
其
外
汐
筋
通
こ
而
畑
直

･
新
開
被
仰
付
､
亦
々
林
検
地
等
こ
而

御
公
用

･
村
用
共
二
繁
多
に
て
牡
勤
'
役
替
数
多
に
て
村
方
こ
茂
甚
及
困
窮
候
二
付
､
当
役

･
古
役

･
組
頭
相
談
に
て
左
之
通
相
定

申
侯

1
名
主
役
八
月
朔
日
占
正
月
晦
日
迄
'
二
月
朔
日
占
七
月
晦
日
迄

一
御
上
様
よ
り
被
下
焼
物
者
相
名
主
共
二
月
剖
也

一
金
弐
両

･
他
村
地
帳
紙
代

･
抽
荏
升
か
ん
五
斗
五
升

･
帝
麦
升
か
ん
四
斗
､
此
四
品
者
本
名
主
両
人
に
て
剖
也

一
縄

･
俵
相
よ
り
名
主
へ
参
侯
内
､
春
番
之
名
主
へ
五
束

･
十
表
迫
ス
筈
也

一
か
ま
す
者
弐
ツ
名
主
廻
り
こ
致
ス
筈
也

近
世
中
後
期
に
お
け
る
村
役
人
別
と
村
迷
宮
に
つ
い
て
の
モ
ノ
グ
ラ
フ

(同
着
)



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
八
号

一
年
寄
役
者
御
上
様
よ
り
被
下
物
'
外
二
金
壱
分
宛
村
よ
り
'
右
弐
品
月
割
也

右
之
通
二
相
走
申
候
､
以
上

寛
政
八
丙
辰
年
十

1
月

(名
主
2
名

･
年
寄
4
名

･
組
頭
14
名
連
印
略
)

こ
の
よ
う
に
､
第
三
草
で
検
討
す
る
村
役
人
給
分
の
村
方
独
自
の
増
額
と
共
に
'
本
名
主
の
半
年
交
代
が
定
め
ら
れ
た
｡
当
時
の
名
主

の
頻
繁
な
交
代
に
対
応
し
'
村
役
人
の
職
務
の
大
半
を
行
う
本
名
主
の
任
期
を

一
年
か
ら
そ
の
半
分
に
短
縮
し
た
も
の
で
あ
る
｡

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
､
当
村
の
村
役
人
制
は
村
方
で
自
主
的
に
改
編
が
な
さ
れ
て
き
た
が
､
文
政
末
年
に
至
り
領
主
の
介
入
に
よ
り

大
き
く
変
化
す
る
｡
そ
の
経
緯
を
示
す
史
料
を
左
に
掲
げ
る
｡

【史
料
4
¶

〉

一
当
村
名
主
役
之
義
'
去
己
丑
年
迄
者
六
人
之
内
二
両
古
キ
人
へ
名
主
役
勤
来
り
侯
処
､
同
年
七
月
晦
日
名
主
権
右
衛
門
よ
り
年
寄
甚

蔵
へ
御
帳
箱
譲
り
侯
二
付
'
先
例
之
通
り
名
主
替
り
之
俵

御
代
官
小
平
加
右
衛
門
様

へ
御
窺
中
上
侯
処
､
御
不
審
御
座
候
者
､
其

村
名
主
之
儀
ハ
藤
右
衛
門
跡
役
輪
助

へ
申
付
置
侯
所
'
輪
助
不
相
勤
年
寄
甚
蔵
相
勤
侯
儀
不
得
其
意
'
何
方

占
被
申
付
侯
哉
英
訳

可
申
分
御
尋
こ
侯
間
'
当
村
之
儀
先
々
占
右
様
仕
来
侯
趣
申
上
侯
得
共
､
郡
方
掛
合
之
上
申
付
侯
儀
不
相
用
如
何
こ
哉
之
段
厳
敷

御
尋
有
之
'
半
音
之
申
訳
茂
無
之
こ
付

'
帰
村
之
上
同
役

へ
茂
申
開
'
其
上
申
上
皮
御
日
延
ヲ
願
､
罷
帰
談
侯
所
致
方
無
之
こ
付
､

当
役

･
古
役
談
之
上
是
迄
之
通
二
両
御
差
置
被
下
置
侯
様
再
三
御
詫
中
上
侯
而
'
先
御
内
々
御
閉
済
こ
相
成
相
勤
侯
所
'
翌
庚
寅
五

月
名
主
三
郎
兵
衛
前
二
而
近
々
甚
蔵
休
役
こ
付
､
此
上
又
候
御
尋
御
座
候
ハ
､
難
渋
可
仕
二
付
､
判
別
矧
税
.り
点
線
談
之
上
名
主
筋

通
侯
棟
申
談
候

､
尤役
替
之
向
こ
寄
四
人
与
弐
人~
山
川
固
協
商
引
可
有
之
侯
得
共
､
是
笥
倒
.｢
列
矧
∃
列
別
川村
罰
叫倒
｣｢コ
悦
矧
1
過
剰
引

刺
創
矧
軌
哉
与~
州

此申
定
侯



文
政
十
三
庚
寅
年

名
主
三
郎
兵
衛
前

役
人
六
名
の
う
ち
古
参
の
者
が
名
主
を
勤
め
る
と
い
う
従
来
の
方
式
と
､
代
官
の
跡
役
申
付
と
が
異
な
り
､
そ
の
叱
資
を
受
け
た
た
め
､

文
政

1
三
年

二

八
三
〇
)
の
名
主
交
代
か
ら
名
主
筋
と
年
寄
筋
を
分
社
し
た
も
の
で
あ
る
｡
領
主
は
新
役
の
者
に
よ
る
村
政
運
営
を
求

め
､
経
験
者
が
名
主
に
就
任
す
る
と
い
う
村
方
の
主
張
を
否
定
し
て
い
る
｡
こ
の
経
緯
か
ら
､
当
村
の
村
役
人
別
は
､
基
本
的
に
は
領
主

(t4
)

の
意
向
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
｡

ま
た
村
役
人
の
耽
務
と
の
関
係
で
は
､
従
来
は
役
人

一
名
に

一
筋
と
'
六
筋
別
々
に
役
人
の
交
代
を
行
い
､
そ
の
時
期
を
分
散
さ
せ
る

こ
と
に
よ
り
､
職
務
の
円
滑
な
引
き
継
ぎ
が
行
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
｡
し
か
し
今
回
の
名
主

･
年
寄
筋
の
分
牡
に
よ
り
､
｢尤
役
替

之
向
こ
寄
四
人
与
弐
人
片
寄
候
俵
も
可
有
之
侯
得
共
｣
と
'
役
替
の
時
期
が
重
な
る
場
合
に
は
そ
れ
が
う
ま
く
い
か
ず
'
村
政
運
営
に
支

障
を
き
た
す
恐
れ
が
あ
る
｡
｢僅

1
ケ
月
二
ケ
月
之
俵
こ
侯
間
違
変
も
有
之
間
数
哉
｣
と

1
応
否
定
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
､
こ
の
村
役

人
制
の
変
更
が
村
方
に
不
利
な
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
｡

以
後
明
治
五
年

二

八
七
二
)
四
月
'
名
主

･
年
寄
が
廃
止
さ
れ
'
各
村
に
副
戸
長
が

1
人
ず
つ
設
置
さ
れ
る
と
い
う
筑
摩
県
に
よ
る

(_5
)

地
方
別
皮
の
改
革
ま
で
､
当
村
の
村
役
人
制
に
変
化
は
み
ら
れ
な
い
｡

第
二
章

村
役
人
交
代
の
実
態
と
村
役
人
入
札

一

村
役
人
交
代
の
実
態

表
I
は
､
当
村
の
柑
役
人
就
任
者
の
一
覧
で
あ
る
｡
こ
の
表
か
ら
､
ま
ず
交
代
の
頃
皮

･
就
任
期
間
に
つ
い
て
検
討
す
る
｡
以
後
継
続

近
世
中
後
期
に
お
け
る
村
役
人
制
と
村
運
営
に
つ
い
て
の
モ
ノ
グ
ラ
フ

(同
着
)



史
料
館
研
究
紀
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節
二
八
号

一
九
四

的
に
人
名
が
判
町
す
る
元
文
五
年

(
一
七
四
〇
)
を
起
点
と
し
て
'
二
〇
年
毎
に
'
五
年
間
の
そ
の
変
化
を
み
る
と
､
元
文
五
～
廷
享
元

午

(
1
七
四
〇
～
四
四
)
就
任
者
九
名

･
平
均
就
任
年
数
三
.
四
年
､
宝
暦

一
〇
～
明
和
元
年

(
1
七
六
〇
-
六
四
)

一
〇
名

二
二
年
､

安
永
九
～
天
明
四
年

二

七
八
〇
～
八
四
)
二
〇
名

･
1
.
五
年
､
寛
政

1
二
～
文
化
元
年

(
1
八
〇
〇
～
〇
四
)
三
八
名

･
〇
.
七
九

年
'
文
政
111-
七
年

(
1
八
二
〇
～
二
四
)
三
〇
名
_･
1
年
､
天
保

1
1
-
弘
化
元
年

(
1
八
四
〇
～
四
四
)
三
〇
名

･
1
年
､
万
延
元

～
元
治
元
年

(
一
八
六
〇
～
六
四
)
三
〇
名

･
一
年
と
い
う
も
の
で
あ
る
｡
こ
れ
か
ら
'
宝
暦
年
閉
ま
で
は

一
〇
軒
程
度
の
家
が
回
り
持

ち
で
村
役
人
を
勤
め
た
が
､
安
永
～
寛
政
年
間
に
村
役
人
就
任
者
の
増
加
が
み
ら
れ
､
文
化
初
年
に
ピ

ー
ク
に
達
し
た
こ
と
'
し
か
し
文

政
年
間
以
降
は
任
期
が

1
年
間
に
安
定
し
た
こ
と
が
分
か
る
｡
ま
た
前
章
で
述
べ
た
文
政
末
年
の
領
主
の
介
入
の
影
響
に
関
し
て
は
'
天

保
二
年
に
名
主
を
勤
め
た
重
蔵
が
､
同
九
年
に
は
年
寄
に
就
任
す
る
な
ど
'
名
主
筋

･
年
寄
筋
双
方
の
就
任
者
に
質
的
差
異
は
み
ら
れ
な

い
｡
こ
れ
は
領
主
の
介
入
以
後
も
'
名
主

･
年
寄
が
相
互
に
交
代
す
る
年
番
名
主
制
と
い
う
当
村
の
村
役
人
制
の
特
質
が
､
そ
の
ま
ま
保

持
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
｡

･
次
に
'
村
役
人
就
任
者
の
質
的
変
化
を
み
る
た
め
に
作
成
し
た
表
2
を
検
討
し
よ
う
｡
表
I
の
う
ち
所
持
石
高
及
び
系
譜
の
変
化
が
追

跡
で
き
る
五
三
家
に
つ
い
て
'
各
家
の
姓
､
そ
の
先
祖
=
慶
安
元
年

二

六
四
八
)
時
の
本
百
姓

(｢三
十
屋
敷
｣
)
'
宗
門
人
別
帳
の
人

名
､､所
持
石
高
､
農
間
余
業
及
び
村
役
人
就
任
年
代
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
｡
こ
の
表
か
ら
､
当
村
に
お
け
る
村
役
人
就
任
者
の
年
次

的
変
化
を
次
の
四
期
に
区
分
し
た
｡

①
寛
延
年
間
以
前

N｡
-
･
2
･
4
･
6

･
8
･
9

･
12
･
22
･
28
･34
･
35

･
37
･
49
と
い
っ
た
特
定
の
家
に
柑
役
人
が
独
占
さ
れ
'
階
層
的
に
も
五
石

以
上
の
上
層
が
大
部
分
を
占
め
る
｡

②
宝
暦
～
享
和
年
間



表 1 乙事村村役人表

近
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年代 (西暦) 役 ,人 名 一

事和3 (1803) 彦左衛門 繁右衛門 甚 兵 衛 新 三 郎 伝八/栄助 源

五体/九右南門文化元 (1804) 清 三 郎 重左南門/久五郎 ~作 兵 衛 平内/作右南

門 ･五左衛門 三郎兵衛･2 (1805) 勝右衛門 伊左机′さ右南門 佐 兵 衛

伝左南門/膝哉 次右衛門 安左衛門3 (1806) 崇右衛門/作兵衛

甚 兵 衛 善左衛門 長 兵 衛 佐次右衛門 伝 八4 (1807) 作 兵 衛

重左南門/和助 彦左衛門 鮭缶門′兵左帥 又 五 郎 ･三郎兵衛5 (1808) 清三郎/源八 沓 次 貼南門/鮪南門乎ん与玉石約九右折 長 兵 衛 平内/綱之助

6 (1809) 三井伊左南門 久右衛門 佐兵衛/甚兵衛

次右街門 ー三郎兵衛 放 五 郎7 (1810) 勝右衛門 繁右衛門

和 助 五左衛門 甚 八 磯 助8 (1811) 硫 五 郎 三井伊左街門 作

兵 衛 兵左衛門 椎左衛門 三郎兵衛9 (1812) 茂右衛門〟勝右衛門
沓 次 藤右衛門 亦 五 郎 乎JV次右南門 平 内1

0(1813) 作 兵 衛//普左衛門 甚 兵 衛 嘉左衛門 与
五右衛門 安左衛門ll(1814) 紫右術門 長 兵 衛

市郎左衛門 権左街門12(1815) 磯 次 .重左衛

門 ､三郎兵術 四郎右衛門 又 五 郎13(1816) 平 七 郎 利 助

三石衛門 兵左衛門 綱 之 助 沓 兵 衛14(1817) 幸 次

作 兵 衛 茂右街門 直 兵 衛 長 兵 衛 又 五 郎文政元 (1818) 三井伊左街門 磯 次 繁右衛門 清 七 市郎左衛門 茄左街門

2 (1819) 権右街門 甚 兵 衛 番左街Pl 治右衝門 四郎右

衛門 納 之 助3 (1820) 十左衛門 藤左衛門 平 七 郎

平 内 長兵衛/丑五位 五左衛門4 (1821) 作 兵 衛 沓 次

弥 書 尊 兵 衛 丑 五 郎 兵左街門5 (1822) 源 次

沓左南門 虫右衛門 嘉左蘇門 仙左衛門 治右衛門6 (1823) 繁右衛門 惣右衛門 利 助 清 七 了ff郎左南門 綱 之 助

7 (1824) 権右街門 港,兵 衛 虫左衛門 四郎右衛門 長 兵 衛

虫右衛門8 (1825) 作 兵 衛 tB 八 平 助 平 内

甚 戒 易左衛門9 (1826) 紘 . 普 茂 普 源 次 治右衛門 三郎兵衛

加左街門10(1827) 平 七 郎 惣 兵 衛 繁右街門

槙右街門 四郎右衛門 市郎左街門ll(1828) 破次/舌右南門

椎右衛門 韮左街門 伝 之 丞 盃右衛門 長 兵 術12(1829) 藤右衛門 甚 兵 衛 染右衛門 甚 戒 豊 吉 三郎兵衛

天保元 (1830) (名 主 筋) (年 寄 筋)甚 戒 三郎兵

衛 輪 助 染右衛門 甚 兵 術 丑 菅2 (1831) 重 税

弥 吉 笹右街門 納 之 助 平 内 五右衛門3 (1832) 権左街門 安左衛門 藤 七 源四郎/平肋 紫右街門 治右術門

4(1833)源次三井措左酎ー長兵術茂吉市郎左



史
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寛政7年までは乙事区有文書中の願書･一札類､
寛政8年～文政12年は文化12年8月｢役人按替書

留帳｣
､
天保元年～明治5年は文政13年5月20日｢役人抜替書留帳｣(乙事区有文書)による｡なお

各年の柑役人名は年末時点のものであり.
/はその年内での 交



No姓 人 名 投安元年 本 分家放 任年 代
(O で 示 す )三十hi軌 (宗門帳払宝明安天食事文文天弘茄安万丈元段別懸和水明政和化政

保化永改姓久的応治1三井 文 右 倖i 円

次位左 街門脚 兄ヨ̀ ○2 三井

i2- 左 街 門 汝 左 街 円 〇〇 〇〇〇
3三井 攻 五 位 源 左 肘 円 〇〇 〇〇

○ ○4 三井 久 石 和 門 次郎左街 円 〇
〇 〇〇〇5=# 肪 右 街 門 次郎左街 門
〇〇〇 〇〇〇〇 〇6三井 祐 兵 術 涼 左 街 門

〇 〇〇〇〇〇〇 〇 〇7三井 洋 右 街 Pl源 左 街 門
〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇8三井 伊 左 街 門 掠 左 街

PtJ 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇9三井

椎 右 軒 門 涼 左 軒 門維右軒門叔J〇 〇〇〇〇 〇〇 〇〇 ○ ○10三
井 梅 太 郎 (悦戒)鯨 左 街 門 〇 〇〇l

l三井 繁 右 枠i 円 泣 左 街 門枯右街門叔作兵衛兄( 〇〇〇〇〇〇 〇〇〇12

三井 韮 左 軒 門 汝 左 街 門 〇〇 〇〇〇〇〇
13三井 源 次 (源次払)

(記載なし) 〇〇 〇 〇 〇.○14小池 佐 兵

術 孫 兵 衛 ○15小池 作 兵 術 孫 兵 術 〇〇 〇〇〇〇 〇 〇〇16小池 太 右 軒 門

弟 兵 〇〇 〇1718小池名取 # Ab孫 左 J
弟 兵 衛 ○○19佐久 街 PJ藤 左

街 P'J次 左街 円半 太 郎藤左街門弟沓石街門

弟与五石和門 〇 〇〇〇〇〇 〇 〇20

佐久 惣 兵 衛 (想平)蔀 太 瓜 〇〇

〇 〇21 ■●22佐久 尊 左 街 門 >沓 太 瓜 〇 〇 〇〇〇〇
23伊藤 放 右 街 門 JF利 左軒門 〇〇 〇〇 〇

〇24三井 源 四 郎 梓之底6引地
〇〇〇25五味 平 七 位 新 左 軒 門

〇〇〇 〇〇〇26五味 九 右 軒 PJ
九 右 街 円 〇〇〇 〇○○27

五味 敢 右 街 門 (記範なし) 〇 〇 〇28五味 長
兵 術 新 盤 瓜 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇 〇29

名取 平 石 街 PIJ仁 兵 衛 〇〇〇 〇30五味 伝兵 衛 (平四郎)新 左街
門 〇〇〇〇31五味 与 五 右 衛 門 助 十 郎

〇 〇 〇 〇〇32五味 椎 左 軒 門 助
十 W. ○ ○33五味 伝之丞 (伝石和F'J)

助 十 郎与五石和門 〇 〇〇 〇34五味 作 右 街 門

新 左 街 円平左軒F'1兄 〇〇 〇35
五味 兵 左 街 fllJ仁 右 術 Fl1 〇〇〇〇

○○36五味 平 ノ 仁 右 街 門
○37五味 蕊 (十)右 軒 円 仁 右

軒 門平左軒門兄〇 〇 〇〇38五味 伝 怒
新 左軒 門 〇〇〇〇 〇 〇〇39五味

佐 次 右 軒 F'J仁 右 街 門佐次右街門 〇〇 〇40五味 汰 (給)右 軒 門 仁 右 &-円
〇〇 〇〇〇〇〇〇〇〇 〇41五味 四 郎 右 街 門 仁 右 街 門

〇〇 〇〇〇42五味 ihJ郎 左 軒 門キ 六 喜 左 街 門 〇〇〇43五味 新 左 街 門 `〇〇 〇〇〇
44五味 仙 左 軒 門 新 左 街

門 〇 〇〇 〇〇 〇 〇45五味 甚 八 (甚戒)新 左 街 門 〇〇〇〇 〇〇〇
〇46五味正吉

五右衛門仁
右街門〇〇〇
47五味甚左 街門〇〇〇



表2 乙事村村役人就任者 系譜 ･所持石高 ･農間余業 ･就任年 代一覧秦

近
世
中
後
期
に
お
け
る
村
役
人
制
と
村
運
営
に
つ
い
て
の
モ
ノ
グ
ラ
フ

(富
者
)

一
九
九
-
二
〇
〇

No 姓 人 名 塵安元年 本 分 家 関 係 〟所 持 石 応 (村 持 高 の み ) 良 問 余 業
相 投 人 就 任 年 代 (O で 示 す )三十屋敷 (宗門帳独立年代) 享保20宝暦4 安永4 寛政2 文化8 天保14安政3明治9 寛延

元宝享 元寛 延寛宝明安夫寛享文 文夫弘嘉安万文元慶明(1735) (1754)(1775)(1790) (1811)(1843)(1856)(1

876) 文宝禄永保 文保享延暦和永明政和化 政保化永政延久治応治1三井 文 右 衛 門 次郎左 衛 門 甚兵術兄 (明和5) 5.5 52 4,

9 2.9 1.9 2.0 1.6 水車.萱屋上屋.大工.江戸半季稼 〇〇〇〇 〇2三jF彦 左 衛
門 源 左 衛 門 3.I 9.0 5_2 5.6 3.6 2.1 2.1 4.0 〇〇〇〇〇 〇〇 〇〇〇3

三井二井 磯 五 郎久 源 左 衛 門 - - 1.5 1.7 1.7 3.8 3.1 3.4 水車.木挽 .砂翫 〇〇 〇〇 〇 〇45 三井 右 脚 門腸 石 衛 門 次郎左 衛 門次郎左 街 門 5.02.4 8.125 3,52.5 0.75.5 3.6 1.13.9 1.63.9 I.43.7 水車.中馬 〇〇
〇〇 〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇 〇6 三井 甚 兵 衛 源 左 街 門 8.2 9.3 ll.4 14.1 12.5 10.7

6.9 水車.中馬 .揚酒屋 .酒造 〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇 〇〇7三井 藤 右 街 門 減 左 街 門 6.5 7.4 ll.0 10.2
15.2 10.4 8.5- 6.8 水車 〇 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇8 三井 伊 左 街 門 源 左 街 門 19.8 ll.8 13,

2 16.5 19.0 3.9 2ー4 1.9 水車水車水車 〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇9 三井 権 右 街 門 源 左 衛 門 権右街門叔父(文化9) ll.0 19.3 21.9 22.8 21.4 17.9 17.6 8.0 〇 〇 〇〇〇〇 〇〇 〇〇 〇 〇10三井 権 太 史B(悦戒)源 左 衛 門 5.3 4.3 5.2 6.3 3.2 3.6

〇 〇〇ll三井 繁 右 街 門 源 左 衛 門 梅右術門叔父(文化9)作兵術兄 (明和5)

4.7 4.4 8.3 6.4 4.0 2.9 水車.中馬 〇〇〇〇〇〇 〇〇〇12三井
塵 左 街 門 涼 左 街 FITJ - 7.5 10.4 ll.6 13.8. 0.4 0_5 0.4 水車.中馬水車 〇

〇 〇〇 〇〇〇〇〇13三井 源 次 (源次郎) (記載なし) 5.7 5.3 4.5 〇〇 〇 〇 〇 ○14小池 佐 兵 衛 孫 兵 衛
0.3 2.7 3.0 2.3 0.8 2.0 水車.古手商人.中馬.大工.馬喰 ○15小池 作 兵 術 孫 兵 術 5.1 2.3 1.1 2.8 3.7 4.8 4.7 2.1 中馬.大工 .他

所稼.馬喰 〇〇 〇〇〇〇 〇 〇〇1617小池小池 太 右 街 門孫 助 孫 兵 術孫 兵 衛 0.2 0.1 0.8 2.41

.9 1.82.2 2.33.3 2.23.3 2.8 水草.中馬 〇〇 〇〇〇1819名取佐久 孫 左 衛 門藤 左 街 門 次 左 街 門善 太 郎藤左衛門弟 (明和5) 3.6 0.82,0 2.01.4 3.91.7 2.9 435.1 5_26.1 4.65.6 水草.中馬 .木挽大工鍛治 〇 〇〇〇〇〇 〇〇
2021佐久佐久 惣 兵 衛 (惣平)沓石街 (沓次 沓 太 だB 1.1 0.1

0.5 1.0 1.0 3.1 3.5 2.5 〇〇〇 〇22佐久 門 .)酋 左 衛 門

沓 太 郎沓 太 郎 沓石街門弟 (孝和3)与五右衛門兄(享和3) 5.4 2.5 0.70.7 lB1.8 2.42.2 2.0

1.2 2.50.6 2.20.6 水車中馬.仙 〇 〇〇 〇〇〇 〇〇〇〇〇 〇〇 〇〇〇〇23伊藤 染 右 街 門 *利左 御 門 0.2 3.1 2.6
3.3 3.3 4.8 水車水草 〇〇 〇〇 〇 〇24三井 源 四 郎 稗之底占引趨

1.9 2.2 2.3 2.4 1.7 〇〇〇25五味 平 七 郎 新 左 街 門 10.3 7.1 3.2

5.0 4.6 4.7 水車.油屋 〇〇〇 〇〇〇2627五味五味 九 右 街 門強 右 衛 F 九 右 御 門ラ J尤 2.9 0.3 2.5 2.4 3.0 9.6 8.8 5.8 水車 〇〇

〇 〇〇〇28五味 ー長 兵 衛 (記載よし)新 重 郎 3.1 4.5 5.2 6.9 6.9 3.97.1 4.34.3 水草.風呂敷背負水草 〇 〇 〇
〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇 〇29名取 平 右 衛 門 仁 兵 衛 1_5 1.9 2.1 2.7 3.2 4_0 4.1 3.7 〇〇〇 〇30五味 伝 兵 衛 (

平四郎)新 左 衛 門 4.2 82 9.3 3.3 2.9 2.5 2.6 ･2.7 水車水車.揚酒屋 .店売.萱屋上屋 〇〇〇〇31五味 与 五 右 衛 門 助 十 郎 2.1 4.6 4.7 2.8 4.2 4.4 3.0 3.1
〇 〇 〇 〇〇32五味 権 左 街 門 助 十 郎 2.4 3.0 3.1 4.4 3.5

2.1 1.2 水車.大工 .張付師 ○○33五味五味 伝之丞 (伝右街門)作 右 ′▲~ 助 十 郎 与五右衛門兄(文化9)
2.3 3.0. 4.4 3.2 2.9 空足上屋水車.大工 .鉄砲渡世 .馬喰水車.砂翫 〇 〇〇 〇3435五味 lW 門兵 左 街 門 新 左 肘 円仁 右 御 門 2.24.8 8.35.3 7.74.4 7.21.3

3.54.8 4.7 4.7 〇〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇〇3637五味五味 平 八蛋 (十)
右 衛 門伝 書 仁 右 街 門仁 右 新 円 平左街Fl兄 (明和5)平左衛門兄 (明和5) 1.3 1.42.4 2.71.5 2.71.8 3.02.5 1.61.6 2.42,5 3_21.9 木挽 .油屋水車 〇〇 〇〇〇〇 〇 〇〇38五味 新 左 街 門 3.0 3.7 2.9 3.9 3.4 3.9 3.9 3.6 〇〇〇〇 〇 〇

〇39五味 佐 次 街 門 仁 右 衛 門 佐次右街門兄(明和5)三郎兵術弟 (文化9) - 3,7 3.9 4.9 4.2 1.8 1

.8 ー ー 振商人 ○ ○40五味 汰 (治)右 南 門 仁 右 衛 門 2.1 3.1 3.4 4
.9 4.5 5.3 4.6 2.7 揚酒屋 〇 〇〇 〇〇〇〇〇〇〇〇 〇41五味 四 郎 右 街 門 仁 右 街 門 2.0 2.3 2.1 3.0
4.2 5.8 5.4 1.1 酒小売 〇〇 〇〇〇42五味 市 郎 左 街 門 沓

左 術 F'1 0.4 1.7 1.4 1.8 4.4 4.3 4.1 水車水車紺屋 〇〇〇43五味五味 酋 六仙 左 ′▲一 新 左 街 門 0.8 1.1
2.9 6.4 4.3 6.0 〇〇〇〇〇4445五味 帆. 門甚 八 (壬古銭)新 左 肘 門新 左 術 門 3.5 - 2.15.2 2.63.7 2.4 4.13.4

3.93.9 3.83_2 〇 〇〇 〇〇 〇 〇〇 〇〇〇〇 〇〇○ ○46五味 豊 吉 仁 右 拝i門 4.2 4
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も
の
で
あ
る
｡
全

三

一
名
の
有
権
者
を
､

一
で
述
べ
た
柑
役
人
交
代
の
時
期
区
分
を
参
照
し
っ
つ
'
以
下
の
三
グ
ル
ー
プ
に
分
類
し
た
｡

①
伊
左
衛
門

･
権
太
郎

･
重
左
衛
門

･
甚
兵
衛

･
権
右
衛
門

･
藤
右
衛
門

･
佐
兵
衛

･
作
兵
衛

･
繁
右
衛
門

寛
政
末
年
ま
で
に
形
成
さ
れ
た
村
役
人
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
｡
藤
右
衛
門
を
除
き
､
文
政
年
間
以
降
名
前
が
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
-
な

る
｡

②
孫
左
衛
門

･
源
助

･
太
左
衛
門

･
太
右
衛
門

･
伴
右
衛
門

･
又
兵
衛

･
利
助

･
長
助

享
和
～
天
保
年
間
に
毎
年
名
前
が
み
ら
れ
'
国
定
的
な
有
権
者
で
あ
る
｡
所
持
高
で
は
､
伴
右
衛
門

(寛
政
二
年

一
石
二
斗
､
文
化
八

年
二
石

一
斗
'
天
保

一
四
年
三
石
'
安
政
三
年
三
石
五
斗
)
を
は
じ
め
大
部
分
が
二
～
五
石
の
中
層
に
属
し
'
上
昇
傾
向
に
あ
る
｡
ま

た
文
化
～
天
保
年
間
に
は
､
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
組
頭
を
勤
め
て
小
る
｡
幕
末
期
に
は
'
孫
右
衛
門

(安
政
五
年

･
元
治
元
年

･
慶
応
三

年
)

･
太
右
衛
門

(嘉
永
元

･
四
年
'
安
政
四
年
)
の
如
く
'
村
役
人
に
就
任
す
る
よ
う
に
な
る
｡



表3 村役人有権者の変化 (上村伊左衛門組)
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近
世
中
後
期
に
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る
村
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人
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と
村
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に
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各年の役人入札印形帳 (乙部区有文也=)より作成｡なお孝和2･3年は印形帳が校数存在

するため､有権者は5名より多い



史
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③
孫
助

･
亥
兵
衛

･
慶
之
丞

･
金
八

･
広
書

･
新
二
郎

･
作
十
郎

･
伊
介

･
文
之
助

･
久
左
衛
門

＼天
保
末
年
以
降
新
た
に
有
権
者
に
な
る
者
で
あ
る
｡
所
持
高
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
が
'
玉
石
以
上
の
上
層
は
い
な
い
｡

右
の
三
グ
ル
ー
プ
の
時
期
的
変
化
は
'
村
役
人
グ
ル
ー
プ
と
組
頭
を
勤
め
る
中
層
農
民
の
両
者
に
よ
る
有
権
者
の
独
占
状
態
が
､
天
保

未

～
弘
化
年
間
を
画
期
と
し
て
'
そ
れ
以
外
の
者
が
有
権
者
と
な
り
､
組
内
の
百
姓
の
回
り
持
ち
化
し
て
い
く
と
ま
と
め
ら
れ
る
｡
つ
ま

り
'
選
挙
権
が
実
質
的
に
組
内
の
全
て
の
百
姓
に
拡
大
し
て
い
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡

t
で
検
討
し
た
弘
化
年
間
以
降
の

従
来
村
役
人
を
勤
め
な
い
家
筋
の
者
の
村
役
人
就
任
は
､
こ
う
し
た
村
内
の
有
権
者
の
質
の
変
化
に
よ
っ
て
も
実
現
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

よ
.つ
｡

第
三
章

村
役
人
給

こ
こ
で
は
'
領
主

･
村
方
の
双
方
か
ら
支
給
さ
れ
る
当
村
の
村
役
人
給
分
の
年
次
的
変
化
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
検
討
す
る
｡
ま
ず
領

主
か
ら
の
給
分
を
み
る
と
'
当
初
は
名
主
を
対
象
と
す
る
肝
煎
給
米
五
斗
二
升
八
合
九
勺

･
大
豆

一
石
の
現
物
支
給
と
､
高
掛
り
の
役
儀

(18
)

を
免
除
さ
れ
る
抜
高
の
制
が
あ
り
､
名
主

一
五
石

･
年
寄
七
石
を
上
限
に
適
用
さ
れ
た
｡
前
者
は
延
享
四
年

二

七
四
七
)
の
本
検
地
施

行
の
際
村
方
か
ら
の
増
給
願
に
よ
り
､
大
豆
分
が
二
石
八
斗
七
升
七
合
七
勺
に
増
額
さ
れ
た
｡
し
か
し
後
者
は
宝
暦
三
年

(
一
七
五
三
)

廃
止
さ
れ
､
そ
れ
に
相
当
す
る
分
を
村
方
か
ら
支
給
す
る
よ
う
に
改
め
ら
れ
て
い
る
｡
そ
の
触
書
を
左
に
掲
げ
る
｡

【史
料
7
¶
)

一
村
々
名
主
向
後
者
､
中
年
三
ヶ
年
宛
之
年
季
二
相
定
､
出
入
五
年
こ
申
付
侯

附
り
只
今
迄
名
主
代
り
之
事
'
去
ル
巳
之
年
以
前

占
勤
侯
者
､
当
暮
代
り
可
申
侯
､
午
年

占
此
方
名
主
こ
成
候
者
､
夫

占
五
年



目
代
り
可
申
候
､
但
只
今
迄
ハ
村
之
談
二
両

一
ヶ
年
代
り
'
ニ
ケ
年
代
-
､
又
ハ
三
ヶ
年
代
り
'
相
談
を
以
定
置
候
分
'
五
ヶ
年

古
内
之
分
ハ
走
之
通
可
致
慎

一
名
主

･
年
寄

･
歩
キ
､
只
今
迄
高
を
抜
為
取
侯
得
共
､
此
上
ハ
扱
高
不
為
致
､
名
主
ハ
拾
五
石
､
年
寄
ハ
七
石
､
歩
キ
ハ
五
石
分
之

歩
米
､
其
村
々
五
年
之
掛
り
平
均
し
て
賎
津
分
歩
米
与
相
定
置
､
非
分
井
村
万

古
取
候
様
こ
申
付
侯
'
右
之
旨
百
姓
方
江
申
開
為

出
可
申
侯
､
依
之
抜
高
不
為
抜
候
間
､
御
役
義
相
勤
可
申
侯

(以
下
略
)

宝
暦
三
突
酉
年
十
二
月
六
日

両

外
太
夫

中

甚
五
兵
衛

こ
の
史
料
の
内
容
は
､

①
名
主
の
勤
役
期
間
を
中
三
年
と
し
､
五
年
日
に
は
交
代
す
る
が
､
そ
れ
以
内
の
期
間
の
名
主
交
代
を
定
め
て
い
る
村
方
は
従
来
通
り
と

す
る

②
名
主

一
五
石

･
年
寄
七
石

･
歩
キ

(村
定
使
の
こ
と
)
五
石
分
の
歩
米
を
村
方
か
ら
支
給
す
る
代
り
に
'
従
来
の
扱
高
を
廃
止
し
､
村

役
人
も
役
義
を
勤
め
る

の
二
点
で
あ
る
｡
当
村
で
は
名
主
二
名

･
三
〇
石
､
年
寄
四
名

･
二
八
石
､
計
五
八
石
と
'
村
高
の
約

二
二
%
を
占
め
て
い
た
扱
高
を
廃

止
す
る
こ
と
で
､
百
姓
の
役
負
担
の
均
等
化
を
図
っ
た
も
の
で
あ
る
が
､
そ
の
代
倍
た
る
村
役
人
抜
高
分
の
歩
米
支
給
が
村
方
へ
転
嫁
さ

れ
た
こ
と
に
注
意
し
た
い
｡
当
村
で
は
名
主
二
名
に
歩
米

･
歩
大
豆
各
七
斗
五
升
､
年
寄
四
名
に
歩
米

･
歩
大
豆
各

一
石

一
斗
二
升
の
計

三
石
七
斗
四
升
で
あ
り
､
村
方
に
と
っ
て
は
新
た
な
負
担
で
あ
っ
た
｡
ま
た
宝
暦
五
年

二

七
五
五
)
三
月
に
は
､
｢役
人
水
役
者
不
及

申
､
御
借
用
共
二
村
中
二
而
も
や
い
御
上
納
可
申
侯
｣
と
､
今
後
と
も
村
役
人
分
の
役
儀

･
御
借
用

(追
加
貢
租
)
を
村
中
で
負
担
す
る

近
世
中
後
期
に
お
け
る
村
役
人
制
と
村
迷
宮
に
つ
い
て
の
モ
ノ
グ
ラ
フ

(筒
音
)

二
〇
七



史
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(却
)

こ
と
を
組
頭

1
四
名
の
連
印
に
よ
り
村
役
人
へ
誓
約
し
て
い
る

o

廃
止
さ
れ
た
は
ず
の
扱
高
は
､
村
方
で
は
依
然
続
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
｡

こ
う
し
た
領
主
か
ら
の
給
分
だ
け
で
は
多
忙
な
村
政
事
務
を
遂
行
で
き
な
い
こ
と
か
ら
､
村
方
で
は
領
主
に
享
保
二
〇
年

(
一
七
三

(21
)

五
)
･
延
享
四
年

･
文
化
七
年

二

八

1
0
)
と
増
給
願
を
繰
り
返
し
行
う

一
方
で
'
独
自
の
給
分
支
給
を
村
定
で
取
り
決
め
て
い
る
｡

そ
の
最
初
は
元
文
元
年

二

七
三
六
)
及
び
二
年
で
あ
る
｡
史
料
を
掲
げ
よ
う
｡

【史
料
8
1N
'

(
規

)

一
当
村
名
主

衆御役
米

少
々

二
付､
御

上
江御
願
被
成侯
所
'

村中相談
之
上

内
所

二

而
大
豆

只今六
斗
'先
記

占
壱
石
と
合
シ
四
俵

(
罪

)

こ
罷
成
候

所こ相談
相
済

侯
故
､役

役々人
衆
へ御願
申

御上へ御
願
之

所
御
延

引
被
成､
内
所
こ

而是
悲

共
御
取
被
成
被
下
侯

ハ
1

年
々
急
皮
割
合
二
両
進
上
可
申
候
､
何
様
成
小
百
姓
共
､
右
晶
少
茂
相
違
無
御
座
候
'
依
之
判
形
仕
指
出
シ
申
候
'
如
此
願

(竿
)

相
済
申
上
こ
ハ
､
役
人
衆
占
願
こ
而
出
シ
申
事
こ
ハ
無
御
座
候
､
然
共
万

1
御
上
占
打
く
ず
シ
之
御
さ
お
有
之
候
ハ
､
'
其
節
御
相

談
こ
而
右
之
大
豆
何
れ
こ
も
被
成
可
被
下
侯
､
以
上

元
文
元
年

丙
辰
十
月
廿
四
日

御
役
人
中
様

徳
左
衛
門
⑳

(他
67
名
連
印
略
)

組
頭

長
兵
衛
⑳

(同
断
13
名
連
印
略
)

元
文
元
年



丙
辰
十
月
廿
五
日

御
願
申
口
上
書
之
党

(
降

)

一
憐

村

米

･
大
豆
段
々
物
成
過
り
罷
成
中
二
付
役
人
方
江
度
々
願
申
､
米

･
大
豆
共
二
物
成
壱
升
こ
付
壱
銭
ツ
,
年
々
山
シ
申
侯
両
､

(
質
)

(宥
脱
力
)

外
相
分
御
年

具

諸

色
之
御
せ
わ
被
成
可
被
下
願
申
侯
故
'
相
か
な
い
恭
存
侯
'･
如
此
願
之
上
山
シ
中
上

､

此

末
何
様
之
小
百
姓
ま
で

迷
惑
存
間
数
侯
'
為
其
印
形
仕
候
'
以
上

元
文
二
丁
巳
年

閏
十

一
月
十
三
日

次
右
街
門
⑳

(他
78
名
述
印
略
)

御
役
人
衆
中
桟

史
料
の
前
半
部
の
内
容
は
､
村
中
相
談
の
上
今
後
大
豆
六
斗
を
名
主
給
と
し
て

｢内
所
｣
で
支
給
し
､
そ
の
代
り
に
前
年

(享
保
二
〇

午
)
の
村
役
人
給
増
給
願
を
取
り
下
げ
る
こ
と
を
'
｢小
百
姓
｣

･
組
頭
が
村
役
人
に
誓
約
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
｡
し
か
し
な
が
ら

3榔
n

小
百
姓
の
連
印
者
数
は
六
八
名
と
､
同
時
期
の
他
の
村
定
に
比
し
て
非
常
に
少
な
く

､

し
か
も
下
村
に
炎
中
し
て
い
る
こ
と
か
ら
'
こ
の

村
定
が
村
内
の
小
百
姓
全
員
の
合
意
に
よ
る
も
の
と
は
評
価
し
が
た
い
｡
翌
元
文
二
年
二
月
二
九
日
､
｢今
度
村
中
役
人
衆

･
組
頭
衆

･

村
中
御
相
談
相
済
申
侯
所
､
下
村
中
平
百
姓
共
数
皮
御
相
談
之
所
ヲ
や
ふ
り
可
申
様
こ
申
出
侯
､
格
別
之
或
こ
役
人
衆

占
御
改
こ
預
り
'

何
共
迷
惑
こ
存
付
侯
故
わ
び
串
任
侠
所
二
御
免
被
下
'
何
共
過
分
奉
存
候

(中
略
)
此
上
何
部
こ
て
茂
村
中
役
人
衆
之
義
ハ
不
及
申
'
組

頭
中
こ
て
御
相
談
相
済
申
事
之
分
'
何
に
て
茂
半
音
之
義

1
切
申
出
間
数
侯
｣
と
の
一
札
が
ー
百
姓
六
二
名
の
述
印
で
柑
役
人

･
組
頭
に

近
世
中
後
期
に
お
け
る
村
役
人
制
と
村
迎
骨
に
つ
い
て
の
モ
ノ
グ
ラ
フ

(百
番
)

二
〇
九



史
料
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(24
)

提
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も

'

こ
の
村
定
に
対
す
る
小
百
姓
の
不
満
が
存
在
し
た
こ
と
が
窺
え
'
ゆ
え
に
後
半
部
の
条
項
が
再
び
定
め

ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡
そ
の
内
容
は
､
他
村
へ
の
出
作
百
姓
七
九
名
が
､
物
成
高

一
升
に
つ
き

一
銭
ず
つ
を
支
出
し
､
年
貢

･
夫
銭
等

の
世
話
を
委
託
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
'
実
質
的
に
は
村
役
人
増
給
で
あ
っ
た
0

寛
政
八
年

二

七
九
六
)
に
は
､
領
主
か
ら
の
給
分
'
年
貢
上
納
の
際
村
方
か
ら
慣
習
的
に
現
物
で
支
給
さ
れ
て
い
た
も
の

(｢抽
荏

升
か
ん
｣
｢蕎
麦
升
か
ん
｣
｢大
豆
納
升
か
ん
｣
)'
元
文
二
年
の
増
給
分

(｢他
村
地
帳
紙
代
｣)
の
名
主
へ
の
配
分
方
法
と
共
に
'
名
主
へ

金
二
両
､
年
寄
各
人
へ
金

一
分
ず
つ
が
'
村
方
か
ら
新
規
に
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

(前
掲
史
料
3
)｡
ま
た
文
化
七
年
三
月
二
四

日
に
は
､
領
主
へ
の
増
給
願
が
実
現
し
な
か
っ
た
場
合
に
備
え
､
出
作
百
姓
の
物
成

一
升
に
つ
き
銭

一
文
､
山
手
大
豆

一
升
に
つ
き
銭
二

文
を
懸
け
て
徴
収
し
た
銭

一
二
貫
三
〇
七
文
を
本
名
主
二
名
に
等
分
し
､
ま
た
村
内
田
畑
の
物
成

一
升
に
つ
き
二
丈
掛
け
で
徴
収
し
た
銭

(25
)

二
一
貫
三
九
七
文
の
う
ち
金
三
分
を
世
話
役
三
名
に
金

一
分
ず
つ
'
金
二
両
を
年
寄
四
名
に
二
分
ず
つ
配
分
し
､
残
り
は
出
物
金

(名
主

(26
)

元
臨
時
入
用
費
)
と
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
｡

こ
う
し
た
村
方
独
自
の
増
給
は
'
史
料
S
が

｢近
年
投
々
御
高
相
増
シ
万
端
御
用
向
多
-

(中
略
)
御
公
用

･
村
用
共
こ
繁
多
に
て
難

勤
'
役
替
数
多
に
て
村
方
二
茂
甚
及
困
窮
侯
こ
付
｣
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
'
当
時
期
の
水
利
体
系
の
整
備
を
契
機
と
し
た
､
新
田
開
発

(㌘
)

の
進
行
に
よ
る
杵
高
増
加
に
伴
う
､
領
主

･
村
方
両
方
の
事
務
増
大
に
よ
る
村
役
人
の
頻
繁
な
交
代
が
そ
の
原
因
で
あ
っ
た

｡

し
か
し
領

主
か
ら
の
増
給
は
期
待
で
き
な
い
た
め
'
村
が
主
体
的
に
増
給
を
行
い
'
村
役
人
在
任
中
の
生
活
保
障
を
行
っ
た
｡
次
に
掲
げ
る
史
料
は
､

そ
う
し
た
双
方
の
姿
勢
を
明
確
に
示
す
も
の
で
あ
る
｡

【史
料
9
()a
)

(前
略
)
佐
兵
衛
儀
十
日
斗
勤
抜
候
段
不
持
之
儀
､
左
様
腰
掛
勤
こ
而
折
々
退
役
致
候
故
､
村
方
古
風
も
失
御
上
之
御
用
も
足
兼
侯
間
'

罷
帰
談
之
上
壱
弐
ヶ
年
宛
も
相
勤
侯
様
可
仕
段
被
仰
聞
､
左
こ
中
上
侯
ハ
'
近
年
御
高
増
家
軒
等
多
罷
成
御
用
繁
勤
兼
侯
故
'
談
之
上



年
寄
江
年
内
壱
分
､
名
主
へ
壱
両
増
侯
得
共
､
米
大
豆
二
両
五
斗
六
升
切
放
､
別
而
壱
人
手
間
等
之
者
ハ
何
分
勤
兼
退
役
任
侠
段
中
上

侯
所

(中
略
)
御
上
様
二
両
思
召
ヲ
以
被
仰
付
被
下
置
侯
ハ
,
柾
有
段
中
上
候
所
､
夫
ハ
申
付
ハ
安
キ
串
こ
侯
得
共
､
談
二
両
随
分
出

来
候
事
二
侯
間
'
村
方
へ
帰
古
役
不
残
寄
合
可
談
被
仰
付
侯
､
此
方
二
両
ハ
御
上
様

占
御
増
被
下
皮
存
寄
二
両
中
上
候
待
共
'
御
上

様
二
而
ハ
只
久
敷
勤
可
中
之
御
申
付
被
下
侯
斗
之
恩
召
二
両
披
仰
下
候
故
､
三
月
廿
四
日
当
役

･
古
役

･
世
話
役

･
組
頭
不
残
集
相
談

之
上
､
何
卒
御
上
様
江
増
給
是
非
二
桁
上
皮
段
二
申
談
侯
､
万

1
御
攻
上
無
之
俵
も
侯
ハ
､
､
此
節
ハ
左
之
趣
こ
可
仕
与
申
談
侯

(級

略
)

と
ち

の

き

(
g
i
)

こ
の
史
料
は
､
文
化
七
年
に
近
村
の

芋

之

木

村
で
起
き
た
惣
七

一
件
に
関
し
て

､

領
主
が
昨
六
年
六
月
か
ら
七
月

一
〇
日
ま
で
の
村

役
人
の
名
前
を
尋
ね
た
際
'
村
側
が
紫
右
衛
門
1
佐
兵
衛
1
甚
兵
衛
と
い
う
当
時
の
頻
繁
な
交
代
の
た
め
正
確
に
報
告
で
き
な
か
っ
た
こ

と
に
つ
い
て
の
領
主
と
村
と
の
問
答
で
あ
る
.
領
主
は
佐
兵
衛
の
如
き
村
役
人
の
頻
繁
な
交
代
は
､
｢腰
掛
勤
｣
で
あ
り
'
村
方
の
舌
風

が
失
わ
れ
領
主
の
御
用
も
行
え
な
い
と
し
て
､

一
､
二
ヶ
年
は
村
役
人
を
勤
め
る
よ
う
村
側
に
命
じ
た
｡
し
か
し
村
役
人
は
光
政
八
年
に

独
自
の
増
給
を
行
っ
て
も
､
(年
寄
)
佐
兵
衛
の
領
主
か
ら
の
給
分
は
米

･
大
豆
と
も
五
斗
六
升
に
す
ぎ
ず
､
｢
一
人
手
間
｣
の
者
は
柑
役

人
を
勤
め
か
ね
退
役
す
る
と
返
答
し
､
領
主
よ
-
の
増
給
を
願
っ
た
が
'
領
主
は

｢只
久
敷
勤
可
中
之
御
中
付
被
下
侠
斗
之
胤
召
｣
と
､

そ
れ
に
同
意
し
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
｡
佐
兵
衛
は
文
化
九
年
の
時
点
で
持
高
三
石

･
家
族
数
四
人
と
､
自
分
の
労
働
の
み
で
生
計
を

3冊
E

維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
､
文
化
六
年
七
月

1
1
日
の
年
寄
役
就
任
後
す
ぐ
の
同
月
二
七
日
に
退
役
し
て
い
る

O

こ
れ
が
彼

一
人
の
問
題
で
は
な
い
こ
と
は
'
文
化
二
年
か
ら
同
六
年
ま
で
の
五
年
間
に
四
〇
名
も
の
村
役
人
の
交
代
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
明
白

で
あ
ろ
う

(衣
-
参
照
)
｡
し
か
し
領
主
は
こ
う
し
た
事
態
に
対
し
村
方
の
自
主
性
に
委
ね
る
の
み
で
あ
り
'
ゆ
え
に
先
に
述
べ
た
よ
う

(3t
)

な
村
方
独
自
の
増
給
が
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
｡

こ
の
よ
う
に
村
方
か
ら
の
増
給
は
､
村
役
人
在
任
中
の
生
計
保
障
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
た
が
､
先
に
検
討
し
た
元
文
元
年
の
事
例
の

近
世
中
後
期
に
お
け
る
村
役
人
制
と
村
運
営
に
つ
い
て
の
モ
ノ
グ
ラ
フ

(笛
普
)

二
7
1



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
八
号

二
一二

(32
)

よ
う
な
小
前
百
姓
の
反
対
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
に
注
意
し
た
い
｡
か
れ
ら
は

｢御
用
｣
｢村
用

｣

と

い
う
村
と
し
て
の
公
共
事
務
を
村
役

人
に
委
託
し
､
自
ら
の
私
的
経
営
に
専
念
す
る
た
め
'
村
役
人
任
期
の
安
定
化
の
基
盤
と
な
る
そ
の
生
計
の
安
定
を
希
望
し
､
自
己
に
と

っ
て
負
担
と
な
る
増
給
に
同
意
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
｡

ま
た
'
こ
う
し
た
村
方
か
ら
の
独
自
の
増
給
に
よ
-
'
経
済
力
の
優
劣
に
関
係
な
-
村
役
人
を
勤
め
る
こ
と
が
あ
る
程
度
可
能
に
な
る
｡

た
と
え
ば
弘
化
三

(
一
八
四
六
)

･
嘉
永
二
二

一
八
四
九
)

･
安
政
三

二

八
五
六
)
の
各
年
に
村
役
人
を
勤
め
た
九
兵
衛
の
持
高
は
二

3楓
n

石
七
斗

(安
政
三
年
)
と

'

村
内
百
姓
の
平
均
と
ほ
と
ん
ど
変
ら
な
い
程
度
で
あ
る
｡
こ
う
し
た
者
に
と
っ
て
村
方
か
ら
の
増
給
は
､
村

役
人
就
任
の
た
め
の
必
要
条
件
な
の
で
あ
り
'
第
二
章
で
述
べ
た
天
保

･
弘
化
年
間
以
降
の
村
役
人
就
任
者
の
質
的
変
化
を
も
た
ら
し
た

要
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
｡

第
四
章

村
役
人
グ
ル
ー
プ
と
小
前
百
姓

一

当
役

･
盲
役
体
制
と
そ
の
矛
盾

こ
こ
で
は
､
当
役
人

(現
在
の
村
役
人
)
と
共
に
村
役
人
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
て
い
た
古
役
の
性
格
と
､
当
役
と
の
関
係
に
つ
い
て
検

討
す
る
O
古
役
と
は
村
役
人
経
験
者
の
こ
と
で
あ
-
'
当
村
に
お
い
で
は
､
宝
暦
六
年

(
1
七
五
六
)
正
月

一
三
日
付
の

｢
1
札
｣
(不

行
跡
に
つ
き
詫
状
)
に

｢法
隆
寺
様
井
古
役
方

･
御
組
頭
衆
中
御
頼
御
詫
申
侯
得
者
｣
と
あ
る
の
が
史
料
上
の
初
見
で
あ
る
｡
村
政
上
で

は
､
同

一
四
年
三
月
九
日
付
の

｢寺
江
田
地
金
相
渡
申
筈
連
判
帳
｣
に
､
法
隆
守

(村
内
の
寺
)
に
金

一
三
両

一
分
二
朱
と
田
三
筆
を
寄

付
す
る
こ
と
を

｢当
役
人

･
古
役
人

･
組
頭
打
寄
｣
定
め
'
末
尾
に

｢古
役
人
｣

1
0
名
の
連
印
が
み
ら
れ
る
.
こ
れ
ら
か
ら
､
古
役
は

宝
暦
年
間
以
降
の
存
在
で
あ
る
と
い
え
よ
う
｡
そ
の
人
数
に
つ
い
て
は
､
表
4
か
ら
寛
政
年
間
以
降
二
十
数
名
で
あ
る
こ
と
'
ま
た
表
-



表4■乙事村古役人名表

年代. 人 名 人

数宝暦14甚兵衛 文右衛門 久右衛門 権右衛門 善左衛門 長兵衛 兵左衛門

10人(1764)十右衛門隠居
平内 三郎兵衛寛政11 尊左衛門 権右衛門 作兵衛 繁右衛門 伊左衛門 藤右衛

門 笹右衛門 21(1799):梅太郎 彦十郎 彦左衛門 利八 九右衛
門 伝八 五左衛門 伝兵衛兵左衛門 次右衛門 元右

衛門 源兵衛 三郎兵衛 平内文化6 善左衛門 作兵衛 佐兵衛 十左衛門 .甚

兵衛 和助 .茂右街門 勝戒 23(1809)清三郎 彦左衛門 九右衛門 .
伝兵衛 与五右衛門 伝右衛門 兵左街門又五郎 利右衛門

安左衛門 甚八 平八 梅左衛門 三郎兵衛 平内文政2 普左衛門 佐兵衛 十

左衛門 甚兵衛 平七郎 伝兵衛 和助 平内 兵 21(1819)左街門 梅太郎 直左衛門 番次 久右衛門 四郎右衛門 苔

兵衛 利助直兵衛 茂右街門 長兵衛 納之助 権左街門天保4 利

助 祭右街門 弥書 藤右街門 松八 加書 十左衛門 重蔵 磯次 25(1833)染右衛門 笹右衛門 輪助 源四郎 勝戒 四郎右街門 次右南門
重石衛

門 豊吉 易左衛門 五右衛門 権左衛門 納之助 三郎兵衛 平内加左衛門嘉永4 三代蔵 惣兵衛 庄右衛門 新次 平之丞 九郎左衛門 文左衛円
滑七 14(1851)平右衛門 彦右衛門 治兵術 源吾 十右街門 忠五

郎文久元 権右南門 作兵衛 沓右衛門 源次郎 藤右衛門 才右衛門 孫左衛門､

22(1861)弥助 故事郎 甚兵衛 p腸石街門 九右街門 強右衛門 悦戒 与五右衛

門四郎右衛門伝書次右街門番六長兵衛 助戒平内

乙串 区有文寄･五味甫家文番より作成

と
対
照
す
る

と
､
過
去

一
〇
年
間
の
村
役
人
に
及
ぶ

こ
と
が
分
か
る
｡

次
に
､
古
役
の
職
務
に
つ
い
て
述
べ
る
｡
衣
5
は

天
保

一
三
年

二

八
四
二
)
二
月
か
ら
七
月
ま
で
の

半
年
間
の
当
役

･
古
役
寄
合
の
内
容
を
ま
と
め
た
も

の
で
あ
る
〇
五

･
六
月
の
農
繁
期
を
除
く
四
ケ
月
間

に

一
三
回
も
の
両
者
の
相
談
が
行
わ
れ
'
村
方
へ
の

倹
約
申
渡
か
ら
､
年
貢

･
村
入
用
の
勘
定
と
い
っ
た

村
役
人
の
通
常
の
職
務
に
至
る
あ
ら
ゆ
る
局
面
で
､

古
役
の
村
政
運

営
へ
の
関
与
が
み
ら
れ
る
｡

ま
た
定
例
の
古
役
の
職
務
に
つ
い
て
は
､
次
の
史

料
を
み
て
い
た
だ
き
た
い
｡

(
別

)

【史
料
10

】

(2
月
)

徳
帳
勘
定

当
役
人
之
内
病
気

差
障
り
'
又
者
新
役

造

作

近
世
中
後
期
に
お
け
る
村
役
人
制
と
村
運
営
に
つ
い
て
の
モ
ノ
グ
ラ
フ

(



表5 天保13年(1842)2-7月の当役 ･舌役寄合

内 容

史
料
館
研
究
紀
要

第
二
八
号

組涙衆願出に付き当役 ･古役相談､役人の城下への出張代､伝馬 ･川除人足の

歩代半減､揚酒屋当年営業禁止､郷林植林に付き1軒1人出役､上中丸沢橋修

復は木橋で行うことを取り決め

酉祭礼に付き当役 ･古役惣代4名出会､神酒は名主が出し､若者頚に金1両を

遺すことを取り決め

甲州明暗寺役僧以後4年間の穀代料先納の旨申出に付き当役 ･古役2名相談

当役 ･古役､中丸沢橋掛替､法隆寺世話､村金利息を出物金 (名主元臨時入用

普)にすること､名主賄金の取り扱い､村方への倹約申渡などに付き相談

新組仙八江戸勤入用割､年貢金､下諏訪伝馬出張入用米 ･同未進米､川除末進

米徴収に付き当役 ･古役4名出会

石神宗仙馬傷付一件入用割に付き当役 ･古役16名出会

年貢金徴収に付き当役 ･古役出会

年貢 ･抽荏等差引に付き当役 ･古役5名出会

徳帳作成に付き当役 ･古役2名出会

歩割 (村入用)に付き当役 ･古役惣代2名出会

歩銭割合に付き当役 ･古役3名出会､歩銭高1石に付き211.4文掛け

金子調達のため各軒より生草1駄ずつ徴収に付き当役 ･古役惣代出会

瀬沢村との草刈争論に付き当役 ･古役22名出会

天保13年2月1日 ｢当座帳｣(五味甫家文書)より作成

二

一
四

堰
普
請

壱
日

(中
略
)
右
者
其
年
之
気
候
こ
随
遅
速

有
之
所
'
役
人
多
用
之
節
者
前
達
而
古
役
人

之
内
道
作
為
見
廻
'
普
請
之
様
見
置
侯
事

郷
林

･
郷
田
墳
改

古
役
四
人

･
組
頭
拾
四
人

但
組
頭

替
り
候
節
者
新
役
出
ル

立
場
川
揚
堰
汝

其
年
之
依
気
候
遅
速
'
当
月
又
者
三
月

上
旬
こ
可
致
'
前
達
而
役
人
戎
者
古
役

こ
堰
方
惣
代
差
添
､
立
日詰
仕
方
見
置
侯

事

(4
月
)

一
田
場

･
田
水
､
役
人
又
着
古
役
人

･
堰
惣
代
折
々
見
廻

り
侯
事
(5
月
)

一
雷
雨
等
之
節
人
足
遣
'
汐
惣
代
戎
者
当
役

･
古
役
も
参

候
(6
月
)

一
土
用
中
帳
蔵
諸
帳
面
虫
干

役
人
六
人
之
内
陣
有
之
節

ハ
古
役
人
差
添
可
申
侯
'



少
人
数
二
両
取
扱
申
間
数
侯
､
古
役
両
人
立
合
侯
筈
也

(10月
)

1
歩
キ
給
大
豆
寄

壱
軒
弐
升
壱
合

下
々
ハ
桝
付
有
之

寄
万
古
役
壱
入

代
六
十
文

こ
の
史
料
は
当
村
の
村
役
人
の
勤
方
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
'
古
役
は
毎
年
二
月
の
郷
林

･
郷
田
と
私
有
地
の
境
の
改
め

(組
疏
と

共
同
)
'
六
月
に
当
役
が
行
う

｢帳
蔵
｣
に
収
納
さ
れ
た
文
書
の
虫
干
し
時
の
立
ち
会
い
､

一
〇
月
の
歩
キ
給
大
豆
の
徴
収
の
職
務
を
担

当
し
'
年
貢
勘
定
､
道
普
請
'
堰
の
普
請
と
没
い
の
見
分
な
ど
の
際
'
当
役
に
支
障
が
生
じ
た
場
合
そ
の
代
理
を
勤
め
た
こ
と
が
分
か
る
｡

こ
の
よ
う
に
'
古
役
は
当
役
人
の
村
政
運
営
に
寄
合
を
通
し
て
関
与
す
る
と
共
に
､
多
忙
な
村
役
人
の
職
務
を
補
完
し
た
の
で
あ
る
｡
享

和
元
年

(
一
八
〇
1
)
八
月
に
は
'
｢役
人
町
往
来
近
年
御
用
多
二
而
稚
相
勤
'
依
之
古
役
人
当
役
人
代
二
桁
迫
候
'
是
迄
平
妙
同
様
こ
,

(35
)

相
来
侯
得
共
､
此
上
ハ
当
役
人
同
様
歩
召
連
往
来
致
侯
等
｣
と
､
多
忙
な
村
役
人
の
城
下
へ
の
往
来
を
古
役
が
代
替
す
る
状
況
を
前
提
に
'

今
後
は
古
役
も
当
役
同
様
に
歩
キ
を
召
し
連
れ
往
来
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
も
'
そ
れ
が
窺
え
る
｡

こ
う
し
た
職
務
の
代
僻
と
し
て
､
古
役
は
村
役
義
の
う
ち
郷
戒
の
番
と
近
村
へ
の
飛
脚
と
の
両
者
を
免
除
さ
れ
て
お
り
､
村
方
独
自
の

公
的
な
役
職
で
あ
っ
た
O
文
政

1
三
年

(
1
八
三
〇
)
に
は
､
古
役
の
頻
繁
な
寄
合
に
伴
う
村
入
用
の
経
焚
削
減
を
目
的
と
し
て
新
た
に

口付
凸

古
役
惣
代
を
設
置
し
､
通
常
の
寄
合
に
は
惣
代
の
み
が
出
席
す
る
こ
と
を
取
り
決
め
て
い
る

.

ま
た
'
当
村
の
村
定
の
意
志
決
定
主
体
を

示
す

｢
～
相
談
｣
文
言
は
､
寛
政
年
間
を
境
に

｢村
中
相
談
｣
か
ら

｢当
役

･
古
役

･
組
頭
相
談
｣
へ
の
変
化
が
み
ら
れ
'
当
役

･
古
役

(37
)

に
よ
る
村
政
の
共
同
運
営
体
制
の
成
立
を
示
し
て
い
る
｡
第
二
章
で
検
討
を
行
っ
た
､
宝
暦
～
享
和
年
間
に
形
成
さ
れ
た
村
役
人
グ
ル
ー

(認
)

プ
は
､
当
役
以
外
の
者
を
古
役
と
し
て
村
政
に
参
与
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
､
村
政
運
営
集
団
と
し
て
確
立
し
た
と
い
え
よ
う

｡

し
か
し
な
が
ら
､
こ
う
し
た
当
役

･
古
役
体
制
は
'
対
立
を
内
包
す
る
も
の
で
あ
っ
た
｡
そ
の
一
端
を
示
す
史
料
を
次
に
掲
げ
る
｡

近
世
中
後
期
に
お
け
る
村
役
人
制
と
村
運
営
に
つ
い
て
の
モ
ノ
グ
ラ
フ

(富
者
)

二
1
五



史
料
館
研
究
紀
要

節
二
八
号

【史
料
11
巧

(2
月
25
日
条
)

二

一
六

(前
略
)
古
役
申
侯
者
'
只
今
組
頭
占
願
出
有
之
侯
所
､
諸
役
義
代
科
引
下
ゲ
､
揚
酒
屋
相
留
侯
様
こ
御
相
談
申
皮
侯
､
先
内
々
伺
'

其
上
当
役
中
へ
願
度
侯
と
申

先
古
役
様
へ
右
之
段
願
上
侯
ハ
,
､
当
役
人
ハ
無
之
侯
而
も
宜
敷
侯
､
願
出
者
無
之
内
々
咽
し
こ
侯
と
申
'
古
役
藤
左
衛
門
内
々
咽
し

侯
ハ
､
'
役
人
印
形
始
メ
候
所
ヲ
控
居
候
と
ハ
如
何
之
訳
二
候
哉
'
夫
占
誠
こ
こ
ん
ざ
つ
任
侠

(後
略
)

(翌
26
日
条
)

(前
略
)
仲
間
組
頭
衆
江
申
侯
者
其
之
義
二
者
無
之
'
先
昨
日
之
様
子
､
古
役
様
之
内
二
而
何
か
心
二
有
之
人
御
座
候
よ
し
こ
而
､
名

'
主
占
歩
キ
前
日
こ
壱
皮
'
又
々
両
度
遺
し
侯
所
､
漸
々
昼
時
占
御
出
被
下
使
方
も
有
之
'
又
朝
占
御
出
之
人
も
有
'
五
人
租
之
印
形

之
節
平
之
人
並
二
被
退
候
人
も
有
'
尚
又
表
口
占
御
入
直
二
仏
間
江
入
声
ヲ
立
居
申
侯

役
人
不
残
二
両
廻
状
持
参
'
古
役
中
様
へ
申
上
候
者
､
先
達
而
御
役
所
二
両
被
仰
侯
者
'
当
年
御
柱
勇
二
付
御
省
略
之
品
'
尚
又
廻
状

ヲ
茂
御
覧
被
下
､
何
卒
村
内
申
付
之
所
御
相
談
可
被
下
侯
と
申
侯
得
者
'
藤
左
衛
門
殿
申
侯
者
'
内
々
古
役
之
者
二
両
談
専
任
反
義
'

内
々
承
り
候
義
有
之
二
付
'
先
御
当
役
こ
而
印
形
御
取
可
被
成
候
と
申
侯
'
何
卒
古
役
様
之
御
取
持
二
而
､
印
形
是
迄
之
通
こ
被
成
下

(
忠
)

皮
候
'
何
分
御
壱
人
様
成
共
御

相

代

こ
而
茂
宜
敷
侯
と
申
侯
得
者
'
先
御
控
へ
被
下
侯
と
申
故
差
控
侯

右
種
々
相
噺
候
而
､
何
分
役
人
身
上
之
談
こ
候
得
者
'
談
事
之
義
も
み
だ
り
こ
相
成
侯
様
之
義
二
侯
得
者
'
当
役
之
者
勤
り
兼
侯
間
'

組
頭
中
二
願
退
役
仕
度
候
間
'
先
御
勘
弁
可
被
下
候
と
申
返
ル

(後
略
)

こ
の
史
料
は
天
保

一
三
年
の
名
主
日
記
の
一
部
で
あ
る
が
､
二
月
二
五
日
の
宗
門
人
別
故
に
際
L
t
名
主
三
郎
兵
衛
は
前
日
に
故
の
助

役
を
古
役
に
依
頼
し
た
が
'
古
役
は

｢何
か
心
二
有
之
人
御
座
候
よ
し
｣
と
非
協
力
の
態
度
を
取
っ
た
こ
と
'
当
日
の
改
の
際
に
も
､
当



役
は
諏
訪
神
社
の
御
柱
祭
に
関
す
る
領
主
の
倹
約
廻
状
を
受
け
､
村
方
へ
の
申
し
付
け
に
つ
い
て
古
役
に
相
談
し
よ
う
と
し
た
が
､
古
役

は
内
々
で
相
談
し
た
い
こ
と
が
あ
る
と
返
答
し
拒
否
し
た
こ
と
､
し
か
し
そ
の
相
談
と
は
､
組
流
が
当
役
を
通
さ
ず
古
役
に
直
接
謂
役
義

賃
銭
の
引
き
下
げ
と
村
内
の
揚
酒
屋

(酒
小
売
業
)
停
止
を
願
っ
た
た
め
で
あ
り
､
そ
れ
を
聞
い
た
当
役
は
､
そ
れ
な
ら
故
を
再
開
す
る

の
が
当
然
で
あ
り
'
自
分
た
ち
に
控
え
て
い
ろ
と
は
何
事
か
と
'
古
役
と
争
論
に
及
ん
だ
こ
と
､
翌
二
六
日
当
役
は
組
頭
を
呼
び
､
昨
日

の
1
件
は
村
役
人
と
し
て
の

｢身
上
｣
(自
ら
の
面
目
)
に
か
か
わ
-
､
以
後
は
勤
め
か
ね
る
と
し
て
退
役
を
申
し
山
た
こ
と
が
分
か
る
.

こ
の
経
過
か
ら
'
当
役

･
古
役
の
村
役
人
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
村
政
の
弘
田
運
営
体
制
は
､
両
者
の
矛
盾

･
対
抗
関
係
が
表
面
化
す
る
と
機

(40
)

能
し
な
く
な
る
と
い
う
点
に
お
い
て
､
限
界
を
有
す
る
と
い
え
よ
う

｡

二

小
前
百
姓
と
の
関
係

最
後
に
村
役
人
グ
ル
ー
プ
と
､
小
前
百
姓
及
び
そ
の
意
向
を
代
表
す
る
組
頭
と
の
関
係
に
つ
い
て
､
文
化
九
年

(
一
八

一
二
)

･
天
保

二
年

(
1
八
三

1
)

･
森
永
四
年

二

八
五
1
)

･
同
七
年
の
四
つ
の
1
件
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
.

ま
ず
､
文
化
九
年
の
1
件
を
み
よ
う
.
こ
の
結
果
作
成
さ
れ
た
の
が
､
次
に
掲
げ
る
史
料
で
あ
る
｡

【史
料
d
);
)

村
中
江
申
渡
之
事

1
当
村
之
偽
者
古
来
よ
り
之
仕
来
宜
敷
､
御
郡
中
手
本
こ
も
相
成
侯
段

御
上
様
よ
り
蒙
亜
仰
御
褒
美
頂
戴
仕
､
村

1
統
何
二
而
も
役

人
之
差
図
相
背
候
者
壱
人
も
無
之
所
､
今
度
役
人
差
図
も
不
致
関
屋
尾
根
郷
林
江
手
を
入
伐
潰
シ
'
井
上
道
筋
等
障
こ
も
不
相
成
木

杯
探
伐
等
い
た
し
'
其
上
様
々
影
言
致
批
判
役
人
ヲ
蔑
こ
い
た
L
t
村
法
乱
し

一
統
混
雑
為
致
候
族
有
之
､
依
之
当
役

･
古
役

･
世

話
役
二
両
組
頭
井
村
中
江
相
糾
候
所
､
不
行
届
不
調
法
至
極
申
訳
半
言
も
無
之
粂
'
御
世
話
役
井
御
両
人
之
御
隠
居
方
を
以
再
三
御

近
世
中
後
期
に
お
け
る
相
投
人
肌
と
柑
迷
宮
に
つ
い
て
の
モ
ノ
グ
ラ
フ

(打
率
)

二
一
七



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
八
号

二

一
八

詫
有
之
候
'
組
頭
中
之
内
こ
も
別
段
二
相
尋
'
過
怠
等
も
申
付
侯
族
も
有
之
'
猶
又
平
方
之
中
二
も
右
林
之
者
可
有
之
候
得
共
'
右

之
穿
二
対
し
其
段
差
免
し
侯
､
以
来
右
二
准
シ
侯
義
有
之
侯
ハ
,
少
も
不
致
用
捨
候
､
弥
今
度
相
改
､
古
来
よ
り
仕
来
之
通
箇
条
等

永
村
中
和
融
太
平
二
治
侯
様
銘
々
相
心
得
､
当
役

･
古
役

･
世
話
役

･
被
御
頼
之
御
隠
居
方
江
惣
村
中

占
組
頭
江
取
置
候
印
紙
と

も
二
相
添
'
左
之
通
印
形
仕
差
出
申
侯

箇
条

1
御
上
様
御
定
式
少
も
相
背
申
間
数
候

1
御
年
貢
米
之
手
当
者
冬
中
二
致
可
置
事

一
御
伝
馬

･
諸
御
役
義
向
大
切
出
情
相
勤
'
誰
二
両
も
其
節
参
侯
世
話
人
之
差
図
二
洩
申
間
数
慎

一
両
社
氏
神
者
勿
論
､
神
社
尤
致
尊
敬
可
申
侯
'
桟
し
又
ハ
不
浄
乗
打
仕
間
数
侯

1
役
人
出
役
之
節
､
村
中

1
軒
壱
人
ツ
､
役
人
宅
江
参

1
礼
述
可
申
事

一
同
断
退
役
之
節
者
､

一
統
組
頭
中
斗
役
人
宅
江
参

一
礼
述
可
申
専

一
何
事
こ
よ
ら
す
願
之
筋
ハ
組
頭
を
以
可
申
出
候

一
村
之
内
是
迄
之
通
乗
打
仕
間
敷
侯

1
何
事
こ
よ
ら
す
農
業
を
耽
候
類
之
業
ハ
'
幼
少
之
時
よ
り
不
宜
敷
侯
'
農
作
第

1
二
相
心
得
可
申
侯

一
他
所
稼
二
参
使
者
正
月

･
盆
二
季
無
間
違
帰
宅
､
役
人
江
直
々
廻
り
届
可
仕
慎

一
祭
見
物
こ
参
候
節
喧
嘩
口
論

･
大
酒
不
仕
様
'
猶
又
衣
服
等
身
分
こ
応
シ
可
申
侯

1
役
人
江
対
し
乗
打
不
相
成
候
'
小
供
之
時

占
礼
義
を
正
し
､
失
礼
不
仕
様
親
々
二
両
教
可
申
侯
'
無
銘

･
我
俵
親
々
之
教
不
正

之
故
之
事
二
侯



右
之
趣
人
々
相
心
得
､
身
ヲ
治
メ
家
を
治
候
事
第

一
二
可
任
侠

1
郷
林
之
落
葉
ハ
売
払
､
代
物
名
主
預
り
置
可
申
筈

一
薬
師
林

･
阿
弥
陀
林
其
外
右
こ
准
候
林
ハ
'
後
家

･
や
も
め
井
林
無
之
者
こ
為
払
申
慎

一
人
々
持
林
ハ
他

占
1
切
手
差
不
申
侯
筈

右
之
通
急
皮
相
守
可
申
侯
'
巳
上

申
四
月
十
六
日

(差
出

･
宛
名
略
)

こ
の
史
料
に
よ
る
と
､
郷
林
及
び
道
筋
の
木
の
勝
手
な
伐
採
､
村
役
人
へ
の

｢影
言
｣

･
批
判
を
小
前
百
姓
が
行
っ
た
の
に
対
し
､
村

役
人
グ
ル
ー
プ
は
組
頭

･
小
前
百
姓
の
尋
問
を
行
い
'
各
五
人
組
毎
に

｢御
上
様
御
定
法
井
村
定
之
俵
少
も
不
相
背
急
皮
相
守
可
申
侯
｣

(42
)

と
組
頭
へ
宛
て
た
印
形
帳
を
取
り
､
そ
の
上
で
組
頭
全
員
に
'
今
回
新
た
に
定
め
た

1
五
ヶ
条
を
遵
守
す
る
こ
と
を
誓
約
さ
せ
て
い
る
｡

な
お
省
略
し
た
連
印
部
分
に
よ
る
と
､
こ
の
一
件
の
当
事
者
と
し
て
組
頭
善
兵
衛
が
組
頭
役
永
取
上
､
同
佐
左
衛
門

･
浪
右
衛
門
の
両
名

が
当
時
取
上
の
制
裁
を
受
け
て
い
る
｡
箇
条
の
内
容
は
'
村
役
人
就
任

･
退
役
時
の
村
中
の
礼
参
り

(五

･
六
条
)
､
他
所
稼
ぎ
の
者
帰

村
時
の
村
役
人
へ
の
届
け

(
一
〇
粂
)
'
村
役
人
へ
の

｢乗
打
｣
(馬
上
の
ま
ま
で
の
通
行
)
禁
止

(
一
二
灸
)
と
､
村
役
人
と
小
前
百
姓

と
の
上
下
関
係
を
明
確
に
定
め
'
ま
た
願
い
事
は
組
頭
を
通
し
て
申
し
出
る
こ
と

(七
粂
)
と
､
小
前
-
組
頭
-
村
役
人
と
い
う
意
志
伝

達
ル
ー
ト
の
再
確
認
を
行
い
'
村
内
の
秩
序
維
持
を
図
っ
た
も
の
で
あ
る
o
こ
の
よ
う
に
当
時
期
に
は
'
組
頭

･
小
前
百
姓
に
対
す
る
村

役
人
グ
ル
ー
プ
の
統
制
が
､
村
定
と
い
う
形
で
発
揮
さ
れ
､
組
頭
罷
免
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
充
分
な
効
力
を
も
っ
た
の
で
あ
る
｡

次
に
､
天
保
二
年
の
一
件
に
つ
い
て
検
討
す
る
｡
左
に
当
時
の
役
用
日
記
の
一
部
を
掲
げ
た
｡

【史
料
島

〉

六
月
七
日

庖
癒
祭

近
世
中
後
期
に
お
け
る
村
役
人
制
と
村
運
営
に
つ
い
て
の
モ
ノ
グ
ラ
フ

(富
者
)

二
丁
九



史
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一
町

古
人
ツ
頃
こ
帰
宅

重

蔵

二
二
〇

笹
右
衛
門

一
右
両
人
御
代
官
様
江
参
上
侯
所
､
重
蔵
退
役
被
仰
付
侯
､
跡
役
入
札
之
儀
是
迄

一
向
役
不
動
者
江
入
札
任
侠
様
被
仰
付
､
又
々
両
人

勘
弁
任
侠
処
､
此
上
年
寄
辻
も
同
様

二
哉
'
此
儀
何
度
申
上
侯
所
'
年
寄
辻
も
此
上
替
り
次
第
新
役
江
入
札
致
侯
様
被
仰
付
侯
趣
､

両
人
帰
村
哨
慎
二
付
､
昼
後
二

一
古
役
中
江
右
之
訳
御
哨
申
侯

昼
飯
後
こ
重
蔵
跡
役
入
札
之
積
二
両
'
組
頭
中
江
も
其
趣
触
置
候
所
'
右
様
之
訳
二
付
急
々
組
頭
中
ヲ
寄
'
右
之
訳
哨
候
所
当
惑
之

趣
こ
而
､
村
中
小
前
之
者
江
相
談
仕
度
申
帰
宅
'
組
下
江
哨
候
所
'
何
分
此
上
新
役
斗
相
頼
候
而
者
､
村
方
納
兼
候
様
申
侯
こ
付

又
々
参
り
'
何
れ
共
御
役
人
中
右
之
趣
故
御

一
同
こ
御
相
談
御
差
図
被
下
侯
様
達
而
申
侯
得
共
､
此
度
之
偽
者
役
人

･
古
役
こ
而
如

何
共
発
言
敦
兼
候
二
付
'
種
々
訳
合
申
候
間
､
組
頭
中
も
又
々
組
下
江
役
人
之
申
分
ヲ
咽
シ
､
小
前

1
同
談
事
致
侯
趣
二
両
､
又
々

夜
中
参
り
組
頭
中
申
候
者
､
何
れ
是
迄
之
通
り
二
両
相
済
候
様
､
御
代
官
様

･
御
郡
様
江
願
上
皮
､
組
頭
両
人

･
小
前
惣
代
壱
人
三

人
参
度
侯
閥
､′
何
れ
御
役
人
御
差
添
御
連
被
下
侯
株
申
候
こ
付
相
談
任
侠
所
'
手
越
願
等
者
別
而
此
節
御
蝕
も
有
之
侯
勇
役
人
無
念

こ
相
成
侯
而
者
与
存
'
役
人
壱
人
差
添
参
候
様
申
渡
候
､
但
シ
役
人
者
差
添
参
侯
而
己
､
願
者
三
人
こ
而
委
細
中
上
任
侠
筈
こ
而
召

連
中
侯

こ
れ
に
よ
る
と
'
名
主
重
蔵
の
退
役
の
際
領
主
は

｢是
迄

一
向
役
不
勤
侯
者
｣
と
'
名
主

･
年
寄
共
に
新
役
の
者

へ
の
入
札
を
命
じ
'

当
役

･
古
役
の
村
役
人
グ
ル
ー
プ
も

｢如
何
共
発
言
致
兼
侯
｣
と
､
そ
れ
に
同
調
す
る
態
度
を
取

っ
た
｡

一
方
小
前
百
姓
は
'
新
役
だ
け

で
は
村
方
が
治
り
か
ね
る
と
'
組
頭
を
通
し
て
当
役
に
異
議
を
申
し
立
て
た
が
'
村
役
人
グ
ル
ー
プ
が
同
調
し
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な

る
と
'
｢小
前

一
同
談
事
｣
と
独
自
の
寄
合
を
開
き
'
組
頭
二
名

･
小
前
惣
代

一
名
の
計
三
名
に
よ
る
領
主

へ
の
直
接
訴
願
を
取
り
決
め
､



当
役
に
そ
の
同
行
を
求
め
て
い
る
｡
新
役
を
就
任
さ
せ
る
と
い
う
領
主
と
､
従
来
通
り
経
験
者
が
村
役
人
を
勤
め
る
こ
と
を
望
む
小
前
と

の
対
立
の
中
で
'
村
役
人
を
通
さ
な
い
領
主
へ
の
越
訴
は

｢無
念
｣
と
し
て
小
前
に
同
行
す
る
が
､
そ
の
訴
え
の
内
容
に
は
関
知
し
な
い

と
い
う
､
村
役
人
の
主
導
性
の
喪
失

(
=
傍
観
的
立
場
)
と
､
そ
れ
に
対
し
独
自
の
寄
合
を
行
い
意
志
統

1
を
図
る
と
い
う
小
前
百
姓
の(44
)

結
集
が
注
目
さ
れ
る
｡
な
お
こ
の
訴
願
は
'
｢井
村
斗
之
単
二
無
之
､
御
郡
中

･
三
千
石
迄
同
様
之
事
故
'
願
之
通
二
者
何
分
不
相
成
｣

と
､
領
内

1
円
に
同
様
の
申
付
を
行
っ
て
い
る
と
の
理
由
か
ら
却
下
さ
れ
'
表
I
か
ら
分
か
る
よ
う
に
新
役
の
者
が
就
任
し
て
い
る
｡

嘉
永
四
年

1
二
月

1
九
日
'
名
主
太
右
衛
門
の
跡
役
入
札
が
行
わ
れ
､

1
番
札
が
伝
右
街
門
'
二
番
札
が
多
蔵
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
.

村
役
人
グ
ル
ー
プ
は
当
然
伝
右
衛
門
を
名
主
に
決
め
よ
う
と
し
た
が
､
組
頭

一
同
が

｢何
分
閑
人
無
之
｣
と
牲
色
を
示
し
た
た
め
'
翌
二

(45
)

〇
日
多
蔵
を
跡
役
に
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
い
る
.
こ
の
経
緯
は
､
当
時
糊
に
は
村
役
人
交
代
の
際
'
組
頭
及
び
そ
の
背
後
の
小
前
百

姓
の
意
向
を
無
視
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
｡

(46
)

最
後
に
'
嘉
永
七
年
の
1
件
に
つ
い
て
述
べ
よ
う

.

六
月
二
二

二

1三
の
両
日
'
作
兵
衛
の
名
主
就
任
に
際
し
､
村
内
の
所
々
に

｢張

紙
｣
が
な
さ
れ
た
o
当
役

･
古
役

･
組
頭
は
三
日
間
の
寄
合
後
'
七
月
四
日
小
前
百
姓
全
月
を
法
隆
寺
に
招
集
し
犯
人
の
心
当
た
り
を
尋

ね
'
印
形
を
取
っ
た
が
､
犯
人
が
見
付
か
ら
な
い
こ
と
か
ら
'
名
主
就
任
を
望
む
作
兵
衛
の
申
し
出
を
尊
重
し
､
領
主
の
承
認
を
得
て
い

る
｡
し
か
し

1
九
日
朝
名
主
宅
に

｢御
名
主
様

･
御
役
人
中
作
兵
衛
ヲ
ひ
い
き
に
い
た
し
つ
と
め
さ
せ
侯
｣
と
､
村
役
人
の
処
位
を
非
維

す
る
張
枕
が
再
び
な
さ
れ
､
翌
日
当
役
全
月
が
古
役

･
組
頭
に
退
役
を
申
し
出
た
.
こ
れ
を
受
け
二
八
日
古
役

･
組
頭
は
寄
合
を
も
ち
､

｢作

兵
衛
殿二勤
テ

も
ら
い侯
者

不
承

知二両
不

残申候
｣と
､

作
兵
衛

の
名
主
役
就
任
拒
否
を
取
り
決
め
た
が
､
当
人
は
｢
是

非
々
々

勤
さ

せ
被
下候
｣

と

譲
らず
､
領

主

の裁定
に

より'作兵衛が
就
任
す

る
ことに
再
度
決
し
た
｡
八
月

1
日
の
役
替
祝
依
(

史
料
12
-

5
粂
参
照
)
の
際

､

作
兵
衛
の
名
主
就
任
に
異
議
の
な

いこ
と
を
記
し
た

1
札
が
各
組
の
小
前
か
ら
組
頭
に
捉
山
さ
れ
'
よ
う
や
く
落
着

(47
)

し
た
の
で
あ
る

｡

こ
の
よ
う
に
'
作
兵
衛
の
名
主
就
任
に
関
す
る
張
紙
の
た
め
当
役
が
退
役
を
未
明
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
こ
と
､
ま

近
世
中
後
期
に
お
け
る
村
役
人
別
と
柑
運
営
に
つ
い
て
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
(田
巻
)

二二
l



史
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二
二
二

た
名
主
就
任
を
あ
く
ま
で
求
め
る
作
兵
衛
に
対
し
'
古
役

･
組
頭
は
そ
れ
を
止
め
え
な
か
っ
た
こ
と
に
'
従
来
村
役
人
グ
ル
ー
プ
に
よ
り

維
持
さ
れ
て
き
た
村
落
秩
序
の
動
揺
と
'
村
内
各
百
姓
の
個
別
利
害
の
顕
在
化
を
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
｡

結
論
と
展
望

ま
ず
､
本
稿
で
述
べ
た
こ
と
を
簡
単
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
｡
当
村
の
村
役
人
制
は
､
近
世
中
期
以
降
名
主
二
名

･
年
寄
四
名
が
相
互

に
交
代
す
る
年
番
名
主
制
で
あ
り
'
文
政

二
二
年
の
領
主
の
介
入
に
よ
る
名
主

･
年
寄
両
筋
分
離
以
後
も
'
そ
の
実
質
は
変
ら
な
か
っ
た
｡

村
役
人
就
任
者
に
つ
い
て
は
'
延
享
年
間
ま
で
は
旧
来
か
ら
の
役
家
筋
が
中
心
で
あ
っ
た
が
､
安
永
年
間
を
ピ
ー
ク
と
す
る
村
内
の
階
層

分
化
の
進
行
に
よ
る
経
済
的
優
位
性
を
背
景
と
し
て
'
そ
の
分
家
が
新
た
に
村
役
人
に
就
任
し
､
寛
政
末
年
に
至
り
二
〇
～
三
〇
名
の
村

役
人
グ
ル
ー
プ
が
形
成
さ
れ
た
｡
か
れ
ら
は
現
在
の
村
役
人
た
る
当
役
と
､
役
人
経
験
者
で
あ
り
当
役
の
職
務
を
補
完
す
る
古
役
と
い
う

集
団
運
営
体
制
を
取
り
'
村
政
運
営
を
行
っ
た
｡
小
前
百
姓
も
村
役
人
に

｢御
用
｣
｢村
用
｣
と
い
う
村
落
の
公
共
事
務
を
委
託
し
､
自

ら
の
私
的
経
営
に
専
念
す
る
た
め
に
'
多
忙
な
村
役
人
の
職
務
に
比
し
て
領
主
か
ら
の
給
分
が
貧
弱
な
こ
と
に
よ
り
､
村
役
人
の
交
代
が

相
次
ぐ
状
況
の
中
､
村
役
人
任
期
の
安
定
化
の
基
盤
と
な
る
そ
の
生
計
保
障
を
希
望
し
､
村
方
独
自
の
増
給
に
同
意
し
た
の
で
あ
る
｡

し
か
し
な
が
ら
'
水
利
体
系
の
整
備
を
契
機
と
し
た
小
前
百
姓
の
持
高
増
加
､
五
石
以
上
の
上
層

･
最
上
層
の
者
の
持
高
減
少
に
よ
り
'

天
保
年
間
以
降
村
内
の
経
済
的
格
差
が
縮
小
す
る
｡
そ
れ
を
背
景
に
'
村
役
人
入
札
の
有
権
者
が
､
村
役
人
グ
ル
ー
プ
と
そ
れ
に
次
ぐ
中

層
農
民

(
=
組
頭
層
)
に
よ
る
独
占
か
ら
､
村
内
の
全
て
の
百
姓
へ
と
拡
大
し
た
こ
と
'
ま
た
村
役
人
給
分
の
増
加
に
よ
り
､
経
済
力
の

優
劣
に
関
係
な
-
村
役
人
へ
の
就
任
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
'
弘
化
年
間
以
降
こ
れ
ま
で
村
役
人
を
勤
め
な
い
家
筋
の
者
が
村
役
人

に
就
任
す
る
よ
う
に
な
る
｡
こ
う
し
た
村
役
人
就
任
者
の
質
的
変
化
､
ま
た
村
政
運
営
に
関
す
る
村
役
人
グ
ル
ー
プ
内
の
当
役

･
古
役
の



内
部
矛
盾
の
顕
在
化
に
伴
い
､
村
役
人
グ
ル
ー
プ
は
小
前
百
姓
を
統
制
し
き
れ
な
く
な
る
｡
小
前
百
姓
は
独
自
の
利
害
を
持
つ
自
律
的
な

集
団
と
し
て
結
集
し
､
村
役
人
交
代
の
決
定
に
組
頭
を
通
し
て
影
響
力
を
及
ぼ
す
な
ど
､
よ
-
探
-
村
政
運
営
に
関
与
し
'
そ
の
規
定
性

を
強
め
て
い
く
の
で
あ
る
｡

次
に
当
村
の
村
役
人
制
の
位
置
付
け
で
あ
る
が
､
柑
役
人
グ
ル
ー
プ
と
い
う
形
で
の
村
落
運
営
自
体
は
､
関
東

･
甲
信
地
方
に
広
-
み

ら
れ
る
長
百
姓
制
と
ほ
ぼ
同

一
の
も
の
と
考
え
ら
れ
､
ま
た
名
主

･
年
寄
が
相
互
に
交
代
す
る
年
番
名
主
制
も
､
大
石
学
が
紹
介
し
た
武

(48
)

州
多
摩
郡
坂
浜
村
の
月
番
名
主
制
に
類
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら

'

突
出
し
た
豪
農
が
存
在
せ
ず
､
ま
た

1
給
の
村
と
い
う
限
定
付
き
で
は

あ
る
が
'
関
東
村
落
の
村
役
人
制
及
び
村
落
運
営
の
あ
り
方
と
し
て

一
般
性
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
る
｡

最
後
に
'
当
村
に
お
け
る
村
政
の
展
開
の
歴
史
的
意
義
と
し
て
､
近
世
中
後
期
に
顕
在
化
す
る
村
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
弘
田
や
個
々
の

家
の
自
立
化
に
よ
り
､
そ
れ
ら
相
互
間
で
発
生
す
る
多
種
多
様
な
紛
争
を
調
整
し
､

一
村
と
し
て
の
合
意
形
成
を
実
現
し
う
る
よ
う
な
村

落
運
営
シ
ス
テ
ム
と
'
そ
れ
を
担
う
村
内
職
制
が
形
成
さ
れ
､
そ
れ
は
百
姓
身
分
と
い
う
近
世
固
有
の
社
会
集
団
が
解
体
し
た
近
代
に
至

っ
て
も
､
実
態
的
に
継
承
さ
れ
た
こ
と
を
展
望
し
て
､
む
す
び
に
か
え
た
い
｡

注(-
)
一
九
六
九
年
､
塙
沓
房
｡

(2
)
｢故
内
に
お
け
る
幕
津
別
支
配
と
村
落
の
諸
特
質
｣

1
九
七
四
年
度

歴
史
学
研
究
会
大
会
報
告
別
冊
特
典
｡

(3
)
r近
世
の
村
社
会
と
国
家
｣

1
九
八
七
年
'
束
京
大
学
出
版
会
.

(4
)
｢近
世
村
落
の
変
質
｣
｢日
本
村
落
史
講
座
J
約
七
巻
､
】
九
九
〇

年
､
雄
山
開
山
版
｡

(5
)
｢百
姓
と
村
の
変
節
｣
r岩
波
講
座
日
本
通
史

節

t
五
巻
近
世
五
r

]
九
九
五
年
'
岩
波
番
店
｡
ま
た
神
立
孝

1
は
武
州
多
摩
郡
乞
凹

村
の
名
主
日
記
を
分
析
し
､
村
役
人
が
柑
独
自
の
制
度
を
維
持
し
'

領
主
や
他
村
と
の
か
か
わ
り
あ
い
の
中
で
合
理
的
な
物
部
の
決
定

方
法
を
選
択
し
て
い
た
と
論
じ
て
い
る

(｢近
世
の
村
と
柑
役
人

近
世
中
後
期
に
お
け
る
村
役
人
制
と
村
運
営
に
つ
い
て
の
モ
ノ
グ
ラ
フ

(同
音
)

二
二
三



(6
)

(7
)

(8
)

(9
)

(10
)

(ll
)

史
料
館
研
究
紀
要

第
二
八
号

(
こ

(二
)｣
八
王
子
市
郷
土
資
料
館
研
究
紀
要

｢八
王
子
の
歴
史

と
文
化
J
八

･
九
'
一
九
九
六
年
)0

｢近
世
村
落
論
｣
r日
本
史
研
究
の
新
視
点
｣
､

一
九
八
六
年
'
吉
川

弘
文
館
｡

｢相
投
人
選
出
を
め
ぐ
る
藩
政
と
村
方
の
動
向
｣
r信
濃
｣
三

1
-

一
一
･
一
二
､

一
九
七
九
年
｡

拙
稿

｢近
世
中
後
期
の
村
落
と
村
定
-
信
州
高
島
領
乙
串
村
の
事

例
か
ら
-
｣
｢史
料
館
研
究
紀
要
J
二
七
'

一
九
九
五
年
｡

延
享
二
年

｢覚
書
之
事
｣
(乙
事
区
作
成

r乙
事
諏
訪
社
に
つ
い
て

上
巻
L
t

一
九
五
七
年
)｡

上
村

･
下
村
及
び
本
争
論
に
つ
い
て
は
前
掲
拙
稲
を
参
照
さ
れ
た

ヽ
O
_>

太

郎

左
衛
門
は
天
正

一
〇
年

二

五
八
二
)
'
本
能
寺
の
変
後
の
当

地
域
に
お
け
る
徳
川
家
康
と
北
条
氏
直
の
対
陣
の
際

1
耳
し
て
徳

川
方
を
支
援
し
た
の
で
､
家
康
の
江
戸
入
城
時
に
朝
S
l...V本
に
取
り
立

て
ら
れ
て
い
る

(｢乙
骨
由
緒
春
｣
諏
訪
教
育
会
編

r諏
訪
史
料
最

古
｣
第
三
巻
'

1
九
八
五
年
後
刻
､
四
七
二
～
九
四
頁
)0

享
保
二
〇
年

一
一
月

｢乍
恐
奉
願
口
上
書
之
御
事
｣
｡

文
政

一
三
年
五
月
二
〇
日

｢役
人
抜
替
書
留
帳
｣
前
書
｡

高
島
洋
の
村
役
人
政
策
の
基
本
は
､
村
役
人
就
任
有
幣
格
者
を
長

百
姓
身
分

(｢大
前
｣)
に
限
定
す
る
も
の
で
あ
り
､
小
前
百
姓
は

冥
加
金
上
納
に
よ
り
御
目
見

･
苗
字
帯
刀
等
の
格
式
を
持
て
も
､

村
役
人
へ
は
就
任
で
き
な
か
っ
た

(中
島
任
明

｢近
世
中
後
期
村

落
身
分
制
の
再
編
過
程
⊥

同
島
洋
長
百
姓
身
分
の
検
討
-
｣
r信
濃
]

(15
)

(16
)

(17
)

(18
)

(19
)

(20
)

(21
)

(22
)

(23
)

(24
)

(25
)

二
二
四

三
九
-

1
0
'

1
九
八
七
年
)0

翌
明
治
六
年
に
は
､

一
四
の
五
人
組
を

一
一
の
日
待
組
に
改
組
し
､

役
場
助
役
と
し
て
各
組
よ
り

一
名
ず
つ
伍
長
を
選
ぶ
こ
と
が
定
め

ら
れ
て
い
る

(同
年
三
月

一
日

｢村
規
別
記
｣)0

文
政
三
年
三
月

一
五
日

｢役
人
入
札
印
形
帳
｣｡

｢長
野
県
史
近
世
史
料
編

第
三
巻
諏
訪
地
方
｣
五
六
八
-
六
九
頁
｡

抜
高
の
詳
細
に
つ
い
て
は
t
r富
士
見
町
史

上
巻
]
(
1九
九

1

年
'
以
下

r町
史
J
と
略
す
)
八
八
八
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
｡

r長
野
県
史
近
世
史
料
霜

第
三
巻
諏
訪
地
方
)
五
〇
四
頁
｡

宝
暦
五
年
三
月

｢村
中
願
之
事
｣｡

享
保
二
〇
年
は
注

(12
)
に
同
じ
｡
延
事
四
年
四
月
二
四
日

｢奉

願
口
上
書
之
御
事
｣
､
文
化
七
年

一
一
月

｢乍
恐
奉
願
上
侯
口
上
書

之
御
串
｣｡

元
文
二
年
閏

一
一
月

｢憐
村
山
作
二
付
連
印
帳
井
村
名
主
給
連
印
｣
｡

前
掲
拙
稿
｡

元
文
二
年
二
月

｢下
分
平
百
姓
判
形
帳
｣
｡

世
話
役
は
文
化
三
年

(
1
八
〇
六
)
五
月
高
島
藩
が
設
置
し
た
､

村
役
人
と
は
別
に
村
内
の
治
安
維
持
に
当
た
る
者
の
こ
と
で
あ
る

(r町
史
｣

1
1
五
二
～
五
五
頁
)｡
当
村
で
は
相
投
義
の
1
部
を
免

除
さ
れ
る
村
方
の
公
的
な
役
職
で
あ
り
､
村
役
人
グ
ル
ー
プ
の
一

員
と
考
え
ら
れ
る
｡

文
化
七
年
三
月
二
四
日

｢役
人
世
話
役
増
給
談
義
定
帳
｣
｡

そ
の
事
例
と
し
て
'
後
年
で
は
あ
る
が
天
保

一
三
年

二

八
四
二
)

二
月
に
名
主
三
郎
兵
衛
が
行
っ
た
村
政
事
務
を
表
6
に
ま
と
め
た
｡



(30
)

(31
)

(32
)

(33
)

(別
)

(rqLJ,)

(36
)

参
照
さ
れ
た
い
｡

注

(26
)
に
同
じ
｡

昨
年
当
村
の
百
姓
彦
助
の
所
に
滞
在
し
て
い
た
他
所
者
の
木
挽
が
'

当
年
芋
之
木
村
の
惣
七
方
で
死
去
し
た
た
め
飼
主
か
ら
各
め
を
受

け
た
も
の
で
あ
る
｡

佐
兵
衛
の
持
高
は
衣
2

(m
l
)､
家
族
数
は
文
化
九
年
二
月

1
五

日

｢宗
門
御
改
非
人
別
帳
｣

(国
文
学
研
究
溌
料
館
史
料
餌
所
磁
信

濃
国
高
畠
薄
領
村
々
宗
門
人
別
改
帳
)
'
村
役
人
就
任
期
間
は
文
化

一
二
年
八
月

｢役
人
抜
替
再
留
帳
｣
に
よ
る
｡

以
後
も
名
主
就
任
者
の
不
足
と
い
う
状
況
は
依
然
と
し
て
続
い
て

お
り
'
文
政

1
1
年

二

八
二
八
)
に
は
公
用
時
の
名
主
宅
炊
叫

の
相
投
耗
化
'
ま
た
天
保

]
〇
年

(
1
八
111九
)
に
は
村
役
人

･

歩
キ
の
食
郡
代
の
柑
人
用
か
ら
の
支
出
が
そ
の
対
策
と
し
て
取
り

決
め
ら
れ
て
い
る

(文
政
二
年
七
月

｢名
主
所
日
記
｣)0

米
崎
清
実
は
こ
の

｢相
川
｣
に
つ
い
て
'
村
役
人
が
指
示
し
小
前

百
姓
が
勤
め
る
べ
き
行
政
的
負
担
を
正
味
し
､
近
世
後
糊
の
村
社

会
の
変
動
の
中
で
百
姓
が
主
体
的
に
恋
味
付
け
を
行
っ
た
も
の
と

し
て
い
る

(｢近
世
後
期
の
村
社
会
と

｢相
川
｣
-

r家
｣
と

r村
｣

と
村
落
行
政
-
｣
r法
政
史
学
｣
四
八
､

一
九
九

六
年
)｡

安
政
三
年
八
月

｢惣
高
下
沓
帳
｣
｡

年
未
詳

｢乙
部
村
万
代
記
｣
笛
士
見
町
富
士
見

五
味
哲
夫
家
文

番
｡
享
和
元
年
八
月

一
日

｢会
所
諸
用
日
記
帳
｣｡

前
掲

｢名
主
所
日
記
｣｡

(37
)
前
掲
拙
稿
｡

(諮
)
飼
主
の
側
も
､
寛
政
三
年

(
1
七
九

1
)
の
倹
約
触
の
中
で
､
｢於

御
上
尤
迄
占
尚
成
敗
榊
倹
約
被

仰
付
帳
条
､
役
人

･
古
役
之
者

共
時
々
令
詮
裁
｣
(光
政
三
年

1
二
月

｢御
借
用
弐
制
御
川
拍
御
倹

約
被
仰
付
侯
村
中
印
形
帳
｣
)
と
､
当
役

･
古
役
を
並
列
し
て
述
べ

て
お
り
'
古
役
を
当
役
と
同
等
の
者
と
み
な
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
｡

(39
)
天
保

二
二
年
二
月

1
日

｢役
用
日
記
｣
富
士
見
町
乙
叫

五
味
柑

家
文
番
｡

(40
)
天
保
三
年

(
一
八
三
二
)
の
下
村
若
者
組
狂
言

一
件
の
際
､
当
時

の
名
主
が

｢名
主
役
人
勤
店
佐
相
者
､
村
方
二
両
色
々
心
相
違
ひ

等
数
々
有
之
候
紺
共
'
仮
令
存
帳
面
茂
成
文
知
ら
ぬ
様
こ
致
旺
快
､

若
も
と
が
め
ね
ば
な
ら
ぬ
梯
二
両
先
方

託
等
こ
参
り
幌
ハ
,
､

(
串
)

先
々
成
文
早
く
消
し
候
梯
二
致
候
が

大

一

也
､
当
役

･
古
役

･
組

流
大
勢
寄
候
而
相
談
壮
快
へ
バ
中
々
済
口
こ
も
こ
ま
り
峡
間
､
非

時
の
名
主
心
柑
大

1
也
｣
(石
神
宗
平

r乙
串
年
代
譜
｣
私
家
版
､

1
九
六
四
年
､
五
味
川
家
文
む
)
と
述
懐
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
､

そ
れ
が
伺
え
よ
う
｡

(41
)
文
化
九
年
四
月

｢村
中
議
定
印
形
帳
｣｡

(42
)
文
化
九
年
四
月

｢村
定
こ
付
当
役
古
役
御
世
話
役
中
江
基
山
し
印

形
帳
｣｡

(43
)
天
保
二
年
二
月

1
日

｢台
所
帳
｣
｡

(4

)
注

(g
)
に
同
じ
｡

(

4
)

茄
永
四
年
七
月

l
H

｢当
座
帳
｣
五
味
甫
家
文
杏
｡

近
世
中
後
期
に
お
け
る
村
役
人
制
と
村
運
営
に
つ
い
て
の
モ
ノ
グ
ラ
フ

(冨
沓
)

二
二
五



表6 天保13年 (1842)3月､名主三郎兵衛の村政事務

事 項

宗門改入用･水草運上の徴収

徳帳入れ､序廻帳持参･代官吉次兵衛無尽に付き相役と相談､年寄藤右衛門高島城下へ行く

磯次郎ら4名に道･橋の見分と補修の世話役,立場汐･大久保汐･中丸沢汐の見分を依頼､

若者頭より酉の祭に付き願い出あり､太兵衛より質地に付き帳面へ下ケ札を願う､伊予国西

上村の秩父巡礼1名を正右街門方へ止宿させる

道普請､称林境･汐補拷箇所などを見分､道普請世話人4名･郷林境改4名･上下組頭中･

汐普請世話人4名出る､来遊人書き上げ

夕方酉の祭に付き寄合､道普請に人が集まらないと世話人より訴えあり､組B7iへ明日の立場

汐普請には全員集まるよう申し渡す､渡辺丹下他1名私用にて名主宅へ止宿

上方木宿より助称人足8人の触れ当てあり､浅2貫で済ます､甲州乙異相明暗寺の役僧来村､

勧化金を求める､洋の足軽2名臨時の廻村で来る,組頭衆を呼び出し申し渡し､酉の祭りに

付き若者頭･古役と寄合

年貢の大豆甲府払いに付き廻状､諏訪上杜夫祝より勧化金上納の廻状､文左街門に明日上諏

訪の町宿に出頭の廻状あり､寄合にて相談

文左街門･同人一類･名主喜兵衛高島城下へ行く､酉の祭､抽荏売り出しに付き寄合

酉の祭､朝御柱山出し人足の間引､大豆附送り駄賃に付き神代柑友次郎手代と相談､寄合

御林山出し人足8名減の廻状来る､役人代に人足の内で決めるよう頼む

寄合､大豆附送り

大豆附送り､役人代の者御林山出し人足の帳面を奉行に提出､宿の無心あり

野火 (山火事)あり､数人で消火､三郎兵衛見分

十一両生祭､年貢金集め,夜御柱山出し人足帰村､人足杜俵のため飛脚役に付けるよう世話

人より依頼あり

氏神神輿柿えを大工三代戒へ手間賃1両2朱･木代2朱にて折む

奉行赤沼七郎右街門不幸に付き同家役人より廻状､明日塩沢揚権現の｢とのいり｣に付き招

請の旨机村より飛脚来る､寄合

酒屋4名酒の他村売り許可を願う､浪人2名来村､銭48文過す､年寄三吉･仙左衛門に金1

栄を持たせ､塩沢権現へ遺す

寄合､屋蔵野沢の樋を掃えた大工に札

年寄嘉左南門御貸方御蔵へ上薪上納のため高島城下へ行き､洋役人に御礼､年寄三音大武川
へ酒買いに行く､酉の祭上村より下村へ入り､近年になく賑う

休日､若者頭4名祭礼終了の礼に来る､入用が嵩んだため､若者観への預け金に1分2朱を

追加してほしいと願う､組頭より三井文左街門方にて不用品売り立てを厨う

瀬沢村より早飛脚来る

寄合､年貢金集め

年貢金集め

寄合､年貢金集め･清算

r富士見町史 上巻j727･8頁より作成

史
料
館
研
究
紀
要

節
二
八
号
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(46
)
以
下
当

一
件
の
出
典
は
､
嘉
永
七
年
正
月

｢知
利
塚
｣
(五
味
甜
家

文
書
)
に
よ
る
｡

(47
)
な
お
作
兵
衛
は
'
安
政
二
年

二

八
五
五
)
六
月
ま
で
名
主
役
を

勤
め
て
い
る

(文
政

一
三
年
五
月
二
〇
日

｢役
人
抜
替
昏
留
帳
｣)0

(4
)
｢近
世
江
戸
周
辺
旗
本
領
に
お
け
る
村
運
営
I
武
州
多
摩
郡
坂
浜
村

村
政
の
展
開
-
｣
前
掲

r日
本
村
落
史
講
座
J
約
五
巻
所
収
｡

【付
記
】

本
箱
は
一
九
九
五
年
六
月
に
東
京
大
学
人
文
社
会
系
研
究
科
に
提
出
し

た
博
士
学
位
申
請
論
文

(甲
)
｢近
世
中
後
期
の
地
域
社
会
と
村
政
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